
神
戸
の
ジ
ャ
ズ
ス
ポ
ッ
ト
の
老
舗
、

サ
ン
ト
ノ
ー
レ
で
長
年
リ
ー
ダ
ー
だ

っ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
安
藤
義
則
さ
ん
が

１
９０

１

☆
海
の
底
で
ジ
ャ
ズ
を

サ
ン
ト
ノ
ー
レ
の
安
藤
さ
ん
の

新
し
い
お
店

Ｉ鰯雲
六
甲
開
山
一
○
一
年
を
記
念
し
て
、

開
山
の
祖
・
ア
ー
サ
ー
。
Ｈ
・
グ
ル

ー
ム
の
六
甲
山
の
別
荘
跡
地
に
あ
る

了
０
１
百
一
番
地
」
標
石
の
レ
プ

リ
カ
が
、
グ
ル
ー
ム
の
銅
像
が
あ
る

記
念
碑
台
に
設
置
さ
れ
、
７
月
哩
日
、

グ
ル
ー
ム
さ
ん
の
孫
の
岡
明
子
さ
ん

た
ち
が
出
席
し
て
除
幕
式
が
行
わ
れ

た
南標

石
の
周
囲
に
は
、
神
戸
レ
ン
ガ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全
国
で
募
集
し
て

い
る
復
興
メ
ッ
セ
ー
ジ
レ
ン
ガ
の
う

ち
２
９
９
個
が
敷
か
れ
、
か
つ
て
の

★
六
甲
山
記
念
碑
台
に
居
留
地

標
石
と
復
興
レ
ン
ガ
を
設
置

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

§

記念碑台に設置された「1 0 1 百一番」の標石とメ
ッセージレンガ（左・グルームさんの孫の岡明子さ
ん。右・神戸レンガプロジェクトの田測敏彦委員長）

三
宮
に
新
し
い
お
店
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。
映
画
で
も
有
名
な
「
グ
レ
ー

ト
・
ブ
ル
ー
」
と
い
う
店
の
名
前
は
、

釣
り
が
趣
味
の
安
藤
さ
ん
が
、
大
好

き
な
海
へ
の
愛
情
か
ら
つ
け
た
名
前
。

そ
の
名
の
通
り
、
地
下
に
あ
る
店
内

は
ブ
ル
ー
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
お

店
の
シ
ン
ボ
ル
は
イ
ル
カ
。
ピ
ア
ノ

ト
リ
オ
の
演
奏
に
よ
る
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
・
ジ
ャ
ズ
の
他
、
深
夜
か
ら
は
ボ

ー
カ
ル
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
が
楽
し

め
る
。
ま
た
ミ
ュ
ー
ジ
ヅ
ク
チ
ヤ
ー

ジ
が
１
５
０
０
円
、
食
事
も
取
る
こ

別
荘
の
雰
囲
気
を
生
み
出
し
た
。

レ
ン
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ペ

ル
ー
の
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
な
ど
各
国

の
元
首
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
基
金

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
近
く
元
町
一

番
街
、
中
突
堤
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド
へ
新
設
さ
れ
る
遊
歩
道
な
ど
に
数

千
個
の
レ
ン
ガ
が
付
設
さ
れ
る
予
定
。

回
神
戸
レ
ン
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連

絡
先
神
戸
市
中
央
区
港
島
南
町
、

第
６
仮
設
配
・
４

垂
０
７
８
．
３
０
３
．
８
３
９
２

神
戸
市
中
央
区
雲
井
通
５
．
１
．
２

神
戸
青
少
年
会
館
内

垂
０
７
８
．
２
３
２
．
４
４
５
５

束
京
都
港
区
赤
坂
６
．
６
・
お
・
２

０
３
盃
０
３
．
３
５
０
５
．
８
８

４
１

な
に
げ
な
く
捨
て
ら
れ
る
古
切

手
・
テ
レ
カ
に
い
の
ち
を
与

え
「
福
祉
の
旅
を
」

あ
な
た
の
家
庭
や
勤
め
先
で
、
古

切
手
が
す
て
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
は
、
知
力

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
問
題
の
社
会
啓

発
運
動
で
、
そ
の
一
現
と
し
て
古
切

手
を
集
め
て
い
ま
す
．
古
切
手
・
テ

レ
カ
な
ど
の
収
集
は
、
「
誰
で
も
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
で
も
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
で
す
。

①
ど
ん
な
切
手
・
ど
ん
な
カ
ー
ド

で
も
Ｏ
Ｋ

②
周
り
を
１
セ
ン
チ
く
ら
い
残
し

て
切
る
。

③
集
ま
っ
た
ま
ま
で
分
類
。
数
え

た
り
、
は
が
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
古
切
手
盤
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

分
類
・
整
理
し
て
、
古
切
手
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
セ
ッ
ト
に
よ
み
が
え
り
、
バ

ザ
ー
や
海
外
旅
行
の
お
土
産
に
な
り

ま
す
。
売
上
金
は
、
こ
の
運
動
の
啓

発
資
金
と
な
り
ま
す
。

⑤
お
礼
に
、
遮
動
参
加
カ
ー
ド
と
、

知
力
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
問
題
の
啓

発
紙
を
送
り
、
あ
な
た
の
「
福
祉
の

心
」
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
卸
神
戸
市
中
央
区
橘
通
四
’
二
’
二

菊
水
模
型
ビ
ル
３
階
（
湊
川
神
社
酉

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
６
０
．
１
２
５
７

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

曲》
壷と

が
で
き
、
５
千
円
以
内
で
楽
し
め

る
価
格
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
「
ジ
ャ

ズ
の
お
店
と
い
う
と
、
高
級
な
イ
メ

ー
ジ
が
あ
っ
て
若
い
人
に
は
入
り
に

く
い
。
気
軽
に
来
れ
る
店
に
す
る
つ

も
り
で
す
」
と
安
藤
さ
ん
。
神
戸
の

新
た
な
ジ
ャ
ズ
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
そ

一
つ
。■

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
グ
レ
ー
ト
ブ
ル

ー
」
神
戸
市
中
央
区
琴
ノ
緒
町
５
．

５
．
調
三
経
ビ
ル
地
下
１
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
８
）
２
３

１
．
０
０
７
１
営
業
時
間
ね
時

〜
午
前
２
時
（
日
曜
日
の
演
奏
は
ピ

ア
ノ
ソ
ロ
と
な
り
詔
時
釦
分
ま
で
）

Ｌ

ピアニスト兼オーナーの安藤さん
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右から森真珠副社長、鳥丸氏、黒柳さん

１
．
ｉ
Ｉ
謬
雪

六
月
十
五
日
、
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
東
京
で
森
真
珠
が
、
烏
丸
軍
雪
オ

リ
ジ
ナ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
中
心
に
真

珠
展
示
会
を
開
催
し
た
。

今
向
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
烏
丸
軍
雪

氏
と
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
ひ
と
と
き
を

と
い
う
企
画
。
豪
華
な
食
事
の
あ
と

は
烏
丸
氏
が
お
客
さ
ま
の
イ
ン
タ
ピ

☆
森
真
珠
が
烏
丸
軍
雪
氏
を
招
い

て
サ
ロ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

東
京
銀
座
の
専
門
店
の
集
い
で
あ

る
「
銀
座
百
店
会
」
が
昭
和
三
十
年

に
Ｐ
Ｒ
誌
「
銀
座
百
店
」
を
創
刊
し

て
以
来
５
０
０
号
を
迎
え
た
。
五
月

二
十
六
日
の
夜
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
感
謝
の
夕
べ
が
開
か
れ
た
。

理
事
長
は
渡
辺
明
治
氏
。

会
場
に
は
五
百
冊
の
表
紙
絵
が
展

示
さ
れ
て
、
斉
藤
編
集
長
は
に
っ
こ

り
。
本
誌
小
泉
編
集
長
も
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
た
。

☆
銀
座
百
店
５
０
０
号
を
迎
え

て
感
謝
の
夕
べ識

☆
神
戸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

連
絡
会
が
ス
タ
ー
ト

イ
タ
リ
ア
の
西
北
部
に
あ
る
イ

ン
ペ
リ
ア
県
の
「
オ
リ
ー
ブ
の
町

協
会
」
の
代
表
団
が
７
月
ｎ
日
、

神
戸
女
子
大
学
を
訪
れ
、
オ
リ
ー

ブ
の
苗
を
植
樹
。
ま
た
サ
ン
レ
モ

市
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
マ

シ
ュ
リ
夫
妻
に
よ
っ
て
リ
グ
リ
ア

料
理
の
講
習
会
も
開
か
れ
た
。

2 蝿

表紙絵の前で微笑む斉藤編集長

Ａ
Ｍ
神
戸
（
ラ
ジ
オ
関
西
）
が
、

神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
内
神
戸
情

報
文
化
ビ
ル
７
Ｆ
に
移
転
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ラ
ジ
オ
関
西
は

「
都
心
進
一
出
に
よ
る
更
な
る
発
展

と
放
送
活
性
化
」
を
め
ざ
し
て
、

須
磨
本
社
か
ら
の
移
転
を
加
年
前

か
ら
計
画
。
今
回
の
阪
神
大
震
災

に
よ
る
被
害
に
よ
っ
て
計
画
が
推

進
さ
れ
た
。
先
の
大
震
災
か
ら
５

６
９
日
に
し
て
の
移
娠
と
な
る
。

☆
イ
タ
リ
ア
か
ら
オ
リ
ー
ブ
の
苗

☆
Ａ
Ｍ
神
戸
新
社
屋
移
転
、

午
後
帯
改
編
に

１
－
に
答
え
て
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の

付
け
か
た
や
真
珠
が
き
れ
い
に
見
え

る
身
の
こ
な
し
か
た
な
ど
を
レ
ク
チ

ャ
ー
し
た
。
来
日
し
た
と
き
は
、
い

つ
も
家
庭
料
理
を
御
馳
走
に
な
る
と

い
う
、
黒
柳
撤
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん

「
チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん
」
も
来
訪
さ
れ
、
個

性
的
な
お
し
ゃ
れ
の
秘
訣
や
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
お
話
で
和
や
か
な
サ
ロ

ン
パ
ー
テ
ィ
と
な
っ
た
。

唖
識
溌

明
治
十
五
年
の
創
業
以
来
、
地

元
神
戸
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん
、
全

国
的
に
フ
ァ
ン
が
多
か
っ
た
「
家

具
匠
江
戸
屋
」
。
震
災
で
店
舗
が

全
壊
し
た
以
後
は
、
仮
設
店
舗
で

の
営
業
を
続
け
て
き
て
い
た
が
、

こ
の
七
月
い
よ
い
よ
復
活
オ
ー
プ

ン
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
『
日
本

の
家
具
の
か
た
ち
を
求
め
て
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
お
気
に
入
り
の
空

間
を
演
出
す
る
こ
だ
わ
り
家
具
を

多
彩
に
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。
ま

た
家
具
以
外
に
も
内
装
工
事
を
は

じ
め
、
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
住
ま
い
の
関
連
事

業
全
般
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
部

屋
の
模
様
替
え
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
人
は
、
ま
ず
希
望
の
イ
メ
ー

ジ
を
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
。

直
問
い
合
わ
せ

家
具
匠
江
戸
屋

壷
０
７
８
．
５
７
５
．
３
１
２
０

百
店
会
ミ
ニ
だ
よ
り

の
剛
幽
巴

☆
家
具
匠
江
戸
屋
が
、
い
よ
い

よ
復
活
オ
ー
プ
ン

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
情
報
交
換

な
ど
を
通
し
て
互
い
に
ま
ち
づ
く

り
の
前
進
を
図
ろ
う
と
、
松
本
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
中
島
克

９１１; 繕繕を喜鑑雑圭と』鍾函０．↑そ部叢泉隠ま篭皇を最ｹ ｶ ﾐ §
Ｉ

ま
た
、
新
社
屋
移
転
に
と
も
な
い
、

聴
取
率
激
戦
地
帯
に
勝
ち
抜
く
た

め
、
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
午
後
帯
の
全

面
改
編
に
踏
み
切
る
。
主
婦
、
年

誰
の
リ
ス
ナ
ー
に
人
気
の
小
林
睦

郎
、
佐
川
満
男
を
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
ー
に
迎
え
て
、
新
た
な
局
の
イ

メ
ー
ジ
づ
く
り
に
乗
り
出
す
。
新

社
屋
か
ら
の
放
送
は
８
月
８
日
８

時
８
分
か
ら
。

里－．．．.手…

神戸女子大でオリーブの苗を植
えるオリーブの町協会の人たち
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まちづくりに取り組む団体間
にはじめての横のつながりが

「
旧
居
留
地
京
町
筋
」
の
二
会
場

に
分
か
れ
て
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

た
。
ど
ち
ら
の
会
場
も
混
乱
な
く

結
椛
盛
り
上
が
り
、
観
衆
も
パ
レ

ー
ド
の
参
加
者
も
祭
り
一
色
に
染

ま
っ
た
。
何
よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
・
デ
・
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
か
ら
神
戸
の
復
興
を
支

援
し
よ
う
と
サ
ン
バ
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
く
れ
た
こ
と
だ
。
元
来
、

神
戸
で
サ
ン
バ
が
始
ま
っ
た
の

は
、
三
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。

当
時
、
神
戸
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
領
事

館
が
あ
っ
た
．
あ
る
時
、
神
戸
っ

子
の
編
集
室
に
ブ
ラ
ジ
ル
総
領
事

カ
ル
ド
ン
ナ
さ
ん
が
訪
ね
て
こ
ら

れ
た
。
「
近
く
私
た
ち
は
『
サ
ン

バ
パ
ー
テ
ィ
ー
』
を
行
い
ま
す
。

神
戸
っ
子
も
協
力
し
て
下
さ
い
」

灘

元
さ
ん
な
ど
叫
人
が
発
起
人
と

な
っ
て
呼
び
か
け
て
い
た
「
神

戸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
連
絡
会
」

の
設
立
総
会
が
７
月
型
日
、
神

戸
ア
ー
ト
ピ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。

ト
ア
ロ
ー
ド
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
小
泉
美
喜
子
躯
務

局
長
（
本
誌
編
集
長
）
が
司
会
、

議
長
に
千
歳
町
，
常
磐
町
四
丁

郵泌，1 瞬窪悪堪尭些型

心
配
さ
れ
た
天
気
も
い
い
調
子

に
雨
も
上
が
り
、
第
訪
回
司
神
戸

ま
つ
り
」
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ

た
。
震
災
の
影
響
で
メ
イ
ン
パ
レ

ー
ド
は
「
フ
ラ
ワ
ー
・
ロ
ー
ド
」

が
使
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
会

場
が
「
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
」
と

サ
ン
バ
は

日
伯
交
流
の
証

花時計

が
開
か
れ
る
。
現
在
ブ
ー
ム
と

い
わ
れ
て
い
る
骨
董
品
を
全
国

か
ら
、
古
美
術
、
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
皿
が
集
ま
り
、

選
り
す
ぐ
り
の
品
を
展
示
即
売

す
る
。

●
第
１
回
神
戸
骨
董
祭
９
月
６
日

（
金
）
７
日
（
土
）
８
日
（
日
）
午
前

佃
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
場
所

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
ー
Ｆ

神
戸
市
東
灘
区
向
洋
町
中
６
１
９

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
ー
Ｆ

■
お
問
い
合
わ
せ

株
式
会
社
吾
目
堂
０
７
７
５
（
２

２
）
２
３
０
７
有
限
会
社
丸
世
０
７

２
０
（
２
３
）
２
２
５
６

六
○
ｍ
ｍ
で
○
ｍ
『

☆
（
株
）
神
戸
新
聞
社
、
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ッ

社
（
荒
川
克
郎
社
長
）
が
、
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド

に
新
社
屋
。
神
戸
柵
報
文
化
ピ
ル
が
完
成
し
、

本
社
機
能
が
移
転
。
新
住
所
は
〒
６
５
０
‐
７

１
中
央
区
東
川
崎
町
１
．
２
，
７
全
０
７
８
。

３
６
２
．
７
１
０
０
。
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー

ル
（
７
０
６
席
）
、
４
階
に
完
成
。
９
月
鱒
日

（
水
）
「
プ
ラ
ハ
国
立
歌
劇
管
弦
楽
団
前
夜
祭

公
演
」
が
こ
け
ら
落
と
し
。

★
（
株
）
神
戸
新
聞
事
業
社
（
貝
松
保
社
長
）

も
神
戸
情
報
文
化
ピ
ル
８
Ｆ
に
。
壷
０
７

８
．
３
６
２
．
７
３
５
５

☆
ラ
ジ
オ
関
西
（
代
表
取
締
役
社
長
・
宮
本

和
氏
）
Ａ
Ｍ
神
戸
が
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の

神
戸
情
報
文
化
ピ
ル
７
階
に
移
職
。
〒
６
５

０
１
８
０
中
央
区
東
川
崎
町
１
．
５
．
７
神

戸
悩
報
文
化
ピ
ル
７
Ｆ
公
０
７
８
，
３
６

２
．
７
４
０
４

★
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
は
、
関
西
営

業
本
部
を
改
組
し
、
新
た
に
大
阪
・
京
都
・

神
戸
の
各
支
店
を
波
腫
。
六
月
よ
り
小
野
勝

士
取
締
役
営
業
本
部
長
、
加
雌
俊
夫
神
戸
支

店
長
が
就
任
さ
れ
た
〒
６
５
０
中
央
区
中
山

手
通
３
１
７
‐
詔
垂
０
７
８
．
３
９
１
．
９
２

１
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
９
１
．
７
８
５
６

★
株
式
会
社
遠
藤
福
寿
堂
（
代
表
取
締
役
・

遠
藤
邦
輝
）
は
、
阪
神
大
震
災
で
長
田
の
本

社
が
全
焼
、
ト
ア
ロ
ー
ド
店
も
７
月
初
旬
よ

り
解
体
。
旧
本
社
跡
に
プ
レ
ハ
ブ
を
建
て
営

業
中
。
〒
６
５
３
神
戸
市
長
田
区
菅
原
通
４

ｌ
１
公
０
７
８
．
５
７
５
．
２
２
５
１

★
湊
川
神
社
宮
司
古
田
智
郎
氏
は
、
抑
年
宮

司
を
勤
め
、
６
月
よ
り
名
誉
宮
司
に
。
栃
尾

泰
治
郎
氏
が
新
宮
司
に
。

★
関
西
電
力
（
株
）
支
配
人
神
戸
支
店
長
の

藤
田
酢
之
氏
が
６
月
”
日
を
持
っ
て
退
任
。

新
任
は
森
田
腰
氏
。

☆
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
ド
イ
ツ
航
空
会
社
の
新
支

配
人
に
、
ハ
ン
ス
・
デ
ィ
タ
ー
ッ
ァ
イ
ス
ナ

ー
氏
が
６
月
１
日
よ
り
着
任
．

★
元
海
岸
癌
院
院
長
の
小
倉
一
先
生
が
亡
く

な
り
、
須
磨
寺
で
ご
葬
儀
が
と
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
い
の
り
し
ま
す
。

★
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
リ
ス
ト
（
藤
本

ハ
ル
ミ
主
脂
）
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
、
、
９
月
妬
日
に
龍
か

れ
ま
す
。
お
申
し
込
み
恋
０
７
８
．
２
４

２
．
５
６
９
０

☆
劇
団
民
芸
の
武
内
亨
・
昭
子
さ
ん
夫
妻
が

移
転
。
〒
２
１
５
川
崎
市
麻
生
区
五
力
田

２
．
皿
・
加
孟
０
４
４
．
９
８
９
．
０
２
６

１
１
．
２
２
４
６

１
９２

１

目
合
同
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

西
原
基
一
郎
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

連
絡
会
に
は
西
須
磨
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
、
六
甲
道
北
地
区

ま
ち
づ
く
り
連
合
協
議
会
な
ど

記
の
団
体
が
参
加
。
当
面
の
事

業
計
画
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
な
ど

が
提
案
さ
れ
た
。

☆
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
か
ら

古
伊
万
里
ま
で

「
神
戸
骨
董
祭
」

神
戸
阪
神
の
人
た
ち
に
美
し

く
お
も
し
ろ
い
物
を
見
て
も
ら

っ
て
元
気
を
出
し
て
も
ら
お
う
、

と
い
う
主
旨
か
ら
、
神
戸
で
初

め
て
の
骨
董
品
の
大
イ
ベ
ン
ト

と
い
う
申
し
入
れ
で
あ
っ
た
。
日

伯
交
流
で
協
力
し
よ
う
と
話
が
ま

と
ま
っ
た
。
入
港
し
て
い
た
ブ
ラ

ジ
ル
船
の
船
員
た
ち
の
サ
ン
パ
チ

ー
ム
が
主
役
で
約
二
十
名
が
参
加

し
た
。
こ
れ
ぞ
、
本
場
の
洗
練
さ

れ
た
サ
ン
バ
チ
ー
ム
で
、
そ
の
演

技
は
参
加
者
を
と
り
こ
に
し
た
。

曝
布
の
よ
う
な
強
烈
な
リ
ズ
ム
と

軽
快
な
踊
り
に
心
酔
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
交
流
は
神
戸
の
街
に
流

れ
て
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
船
員
さ

ん
達
の
明
る
い
歌
声
と
豪
快
な
リ

ズ
ム
は
、
第
一
回
神
戸
カ
ー
ニ
バ

ル
に
も
姿
を
見
せ
た
。
い
わ
ば
巧

ま
ず
に
、
自
然
に
「
神
戸
っ
子
」

の
リ
ズ
ム
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
日

伯
交
流
の
証
で
あ
る
。

〈
Ｙ
・
Ｋ
〉
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☆
ロ
ッ
ク
ウ
エ
ル
の
世
界
が

広
が
る

「
ヤ
ン
キ
ー
ド
ゥ
ー
ド
ウ
ル
」

ド
ゥ
ー
ド
ゥ
ル
は
落
書
き
の
意

味
。
ノ
ー
マ
ン
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
の

絵
の
中
に
、
『
ク
レ
イ
ジ
ー
ャ
ン

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
デ
パ
ー
ト

メ
ン
ト
ス
ト
ア
「
神
戸
ハ
ー
バ
ー

サ
ー
カ
ス
」
の
地
下
１
階
に
新
イ

タ
リ
ア
料
理
「
ビ
ス
ト
ロ
マ
ル

ヶ
ー
ジ
」
が
上
陸
し
た
。

イ
タ
リ
ア
で
初
め
て
ミ
シ
ュ
ラ

ン
の
３
つ
星
を
獲
得
し
、
一
躍
世

界
的
に
有
名
に
な
っ
た
グ
ァ
ル
テ

ィ
ェ
ー
ロ
・
マ
ル
ヶ
ー
ジ
の
提
唱

す
る
新
イ
タ
リ
ア
料
理
（
ヌ
ォ
ー

バ
・
ク
チ
ー
ナ
・
イ
タ
リ
ア
ー

☆
日
本
初
・
新
イ
タ
リ
ア
料

理
が
神
戸
に
上
陸

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、
神

戸
の
活
俳
味
化
に
少
し
で
も
役
立
て

れ
ば
」
と
マ
マ
。
そ
れ
を
尻
目
に
、

ボ
ー
カ
ル
担
当
の
マ
ス
タ
ー
は
発

声
練
習
に
余
念
が
な
い
。
ラ
イ
ブ

の
チ
ャ
ー
ジ
料
は
３
０
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ
・

回
ザ
・
ス
ト
レ
イ
・
ド
ッ
グ
ス

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
・
桝
・
９

０
７
８
．
３
３
２
．
６
８
８
９

営
業
時
間
洞
時
釦
分
〜
漁
時
（
火
〜

金
）
悔
時
〜
０
時
日
曜
休

新イタリア料理、試してみる価値ありＩ

居
心
地
の
よ
さ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

料
理
（
特
製
ピ
ラ
フ
は
絶
妙
の
味
）

が
人
気
の
バ
ー
「
ザ
・
ス
ト
レ

ィ
・
ド
ッ
グ
ス
」
。
音
楽
が
好
き

な
鬼
塚
雄
一
郎
マ
ス
タ
ー
、
恵
子

マ
マ
の
夫
妻
は
「
聴
く
だ
け
じ
ゃ

つ
ま
ら
な
い
」
と
お
客
さ
ん
と
（

ナ
）
は
美
し
く
、
洗
練
さ
れ
た
味
。

ラ
ン
チ
コ
ー
ス
は
１
８
０
０
円
〜

３
８
０
０
円
、
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス

は
５
５
０
０
円
１
９
８
０
０
円
。

パ
ス
タ
は
１
２
０
０
円
〜
・

リ
ッ
チ
な
ラ
ン
チ
、
お
し
ゃ
れ

な
デ
ィ
ナ
ー
に
い
か
が
７
．

国
ビ
ス
ト
ロ
マ
ル
ケ
ー
ジ

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
１
．
３
．
３

神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

神
戸
ハ
ー
バ
ー
サ
ｉ
カ
ス
Ｂ
１
Ｆ

０
７
８
．
３
６
２
．
８
０
６
３

営
業
時
間
制
時
妬
分
〜
科
時
卯
分
・

旧
時
〜
翠
時
水
曜
休
（
不
定
休
）

☆
ロ
ッ
ク
で
復
興

「
ザ
・
ス
ト
レ
イ
・
ド
ッ
グ
ス
」

BIG； 今年２月にオープンしたが、老舗のような感じがする

■
ヤ
ン
キ
ー
ド
ゥ
ー
ド
ゥ
ル

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
１
．
７
．
洲

コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
Ｄ
Ｏ
４
Ｆ

Ｏ
７
８
ｏ
２
７
１
ｏ
３
６
１
２

営
業
時
間
打
時
〜
四
時
水
曜
休

ン
ド
を
結
成
し
、
９
月
１
日
に
二

宮
町
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
」
で
初
郷
台
を
踏

む
こ
と
に
な
っ
た
。
「
み
な
さ
ん中央がマスターの鬼塚雄一郎さん

キ
ー
大
行
進
』
と
い
う
壁
画
が
あ

る
が
、
登
場
人
物
の
生
き
生
き
と

し
た
姿
の
よ
う
に
、
楽
し
く
、
陽

気
に
仲
間
が
集
え
る
店
、
そ
ん
な

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

今
年
の
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

店
だ
が
、
何
年
も
前
か
ら
あ
っ
た

よ
う
な
親
し
み
を
お
ぼ
え
る
。
ロ

ヅ
ク
ウ
ェ
ル
の
絵
も
多
数
飾
ら

れ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
品
を
眺

め
て
も
退
屈
し
な
い
。

フ
ー
ド
は
ア
メ
リ
カ
ン
サ
イ
ズ

だ
か
ら
２
，
３
品
で
お
腹
が
一
杯

に
な
る
か
も
。
お
薦
め
は
、
３
０

０
グ
ラ
ム
の
リ
ブ
ス
テ
ー
キ
（
２

０
０
０
円
）
。
カ
ク
テ
ル
も
ほ
と

ん
ど
５
０
０
円
と
安
い
。
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大
谷
成
章
〈
本
諺

る
ぽ
・
え
つ
せ
い
神
戸
聖

神
戸
の
文
化
財
は
い
ま
〈
そ
の
九
〉

１
９４

１

神
戸
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
そ
の
幻
影
と
現
実

御
影
わ
が
ま
ち
山
青
く

水
清
ら
か
に
湧
く
と
こ
ろ

帰
っ
と
い
で
や
御
影
へ
Ｉ

阪
神
御
影
駅
前
の
広
場
に
こ
ん
な
幕
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

呼
び
か
け
て
い
る
の
は
御
影
連
合
青
年
会
。
ふ
る
さ
と
を
誇
る

思
い
が
、
す
が
す
が
し
く
に
じ
み
出
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
震

災
の
犠
牲
の
大
き
さ
、
悲
し
み
の
深
さ
も
察
せ
ら
れ
る
。
元
の

ま
ち
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
決
意
の
、
け
な
げ
さ
、
り
り
し
さ

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

阪
神
御
影
駅
を
利
用
す
る
人
々
は
、
以
前
は
一
日
に
三
万
二

千
百
八
十
八
人
（
九
四
年
十
一
月
）
あ
っ
た
が
、
大
震
災
の
後

は
二
万
二
千
七
百
十
一
人
（
九
六
年
二
月
）
に
減
っ
て
し
ま
っ

た
。
一
万
人
も
の
減
少
に
、
こ
の
ま
ち
が
受
け
た
打
撃
の
大
き

さ
が
表
れ
て
い
る
。

御
影
の
地
名
の
起
こ
り
は
、
神
功
皇
后
が
三
韓
遠
征
か
ら
の

帰
途
、
住
吉
神
社
に
参
拝
す
る
前
に
こ
の
地
の
泉
で
化
粧
を
し

た
と
き
、
皇
后
の
影
が
く
っ
き
り
水
面
に
映
し
出
さ
れ
た
こ
と

に
ち
な
む
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
泉
だ
っ
た
と
い
う

「
沢
の
井
」
が
、
阪
神
電
鉄
の
高
架
下
に
ひ
っ
そ
り
残
っ
て
い
る
。

駐
車
場
の
陰
に
な
っ
て
分
か
り
に
く
い
が
、
新
し
い
「
沢
の
井
」

が
、
駅
前
広
場
に
作
ら
れ
て
い
る
。

御
影
石
の
水
盤
の
中
央
か
ら
湧
き
出
し
て
い
る
水
は
冷
た
く
、

ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル
を
何
本
も
持
っ
て
老
人
が
汲
み
に
や
っ
て
き
た

り
、
学
校
帰
り
の
小
学
生
が
手
を
浸
し
て
い
た
。

六
甲
の
南
山
麓
に
は
、
こ
の
よ
う
な
湧
き
水
が
多
い
。

灘
区
の
摩
耶
山
に
登
る
桜
谷
道
の
産
湯
の
井
、
兵
庫
区
今
出
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( 右）阪神御影駅前の「沢の井」は駅前広場のオアシスであ
り、ふるさと御影のシンボルでもある。（下）高架線路の下
にあるもともとの「沢の井」は石垣が崩れてしまった

地1 霊の後、宮水は一般に開放され、貴重な給水場になった（西宮・菊正宗の井戸９５年１月3 0 日）

在
家
町
の
薬
仙
寺
の
清
水
、
須
磨
区
多
井
畑
の
鏡
の
井
、
須
磨

区
須
磨
寺
町
の
須
磨
霊
泉
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
味
自
慢
で
あ
り
、

伝
説
を
秘
め
て
い
る
。

海
と
山
に
挟
ま
れ
た
坂
の
ま
ち
神
戸
は
、
ま
た
湧
き
水
の
ま

ち
で
も
あ
る
。
活
断
層
が
多
い
こ
と
が
、
断
層
湧
水
を
生
み
出

し
て
い
る
の
で
も
あ
る
。

☆

神
戸
の
水
は
お
い
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
船
に
積
み
込
め

ば
、
赤
道
を
越
え
て
も
腐
ら
な
い
、
と
船
乗
り
に
ほ
め
ら
れ
た

と
い
う
話
は
神
戸
の
三
大
自
慢
話
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
「
コ
ウ

ベ
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
は
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
の
有
力
商
品
だ
。
な
ぜ
神

戸
の
水
は
お
い
し
い
の
か
。
よ
そ
の
水
と
ど
こ
が
ど
う
違
う
の
か
。

兵
庫
区
楠
谷
町
に
あ
る
神
戸
市
水
の
科
学
博
物
館
を
訪
ね
た
。

八
年
前
に
開
館
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
博
物
館
で
、
旧
ろ
過
場
上
屋

を
改
装
し
た
石
造
り
の
、
西
洋
の
城
の
よ
う
な
建
物
に
、
水
道

の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
太
陽
系
宇
宙
の
中
で
の
水
の
役
割
を

考
え
る
壮
大
な
テ
ー
マ
も
詰
ま
っ
て
い
る
。
が
、
こ
の
日
は
太

陽
系
宇
宙
の
中
の
ご
く
小
さ
な
一
点
、
淀
川
の
水
と
、
烏
原
、

布
引
、
千
苅
の
貯
水
池
の
水
の
比
較
を
眺
め
て
み
た
。

水
の
中
の
有
機
物
の
量
を
反
映
し
て
い
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
学

的
酸
素
要
求
量
）
は
、
淀
川
に
比
べ
て
三
分
の
一
・
濁
り
は
半

分
。
大
腸
菌
群
数
は
、
淀
川
が
百
Ⅷ
の
中
に
一
万
か
ら
二
万
あ

る
の
に
対
し
て
神
戸
の
貯
水
池
は
五
百
以
下
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
神
戸
の
貯
水
池
の
水
は
、
淀
川
に
比
べ
は
る
か
に
き
れ

い
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
数
字
か
ら
は
、
水
の
う
ま
さ
は

分
か
ら
な
い
。

☆
お
い
し
い
水
の
条
件
か
び
く
さ
さ
が
な
い
。
鉄
、
マ
ン

ガ
ン
、
有
機
物
な
ど
が
少
な
い
。
適
当
な
量
の
ミ
ネ
ラ
ル
を

含
ん
で
い
る
。
炭
酸
を
含
ん
で
、
や
や
酸
性
。

博
物
館
に
こ
の
よ
う
な
パ
ネ
ル
が
掲
示
し
て
あ
る
け
れ
ど
も
、

や
は
り
実
物
に
当
た
っ
て
み
る
べ
き
だ
。

☆

「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
」
「
六
甲
山
の
名
水
」
「
六
甲
の

自
然
水
」
「
六
甲
山
系
の
湧
水
」
「
六
甲
の
お
い
し
い
水
」
「
布
引

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
」
な
ど
神
戸
に
関
連
し
た
名
を
つ
け
た

水
は
十
数
種
が
市
販
さ
れ
て
い
る
。

５
１
９
１
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議篭蕊蕊蕊蕊

白

水博士の日下譲甲南大学名誉教授。簡易試験器で須磨霊泉をテ
ストしてもらった。水温1 6 度、硬度1 0 3 、鉄分を含まず、冷た
くておいしい水だった

兵庫区楠谷町にある水の博物館。旧ろ過場を改装したユニークな建物で、水の味利きもできる

瞬霊謹選。識鍵凝議驚議

ｌ
配
ｌ

「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
」
を
売
り
出
し
て
い
る
の
は
ワ

イ
ン
城
に
あ
る
株
式
会
社
神
戸
ワ
イ
ン
。
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル
の

中
で
湧
き
出
し
て
い
る
水
を
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
運
び
、
ワ
イ

ン
瓶
詰
め
の
機
械
を
使
っ
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
紙
パ
ッ
ク
に
詰

め
、
年
間
一
○
○
万
本
近
く
が
販
売
さ
れ
る
。

「
六
甲
山
の
水
は
硬
度
が
一
五
○
程
度
。
水
道
水
は
五
○
前

後
で
す
。
北
陸
の
方
に
は
五
○
○
と
い
う
水
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

単
に
硬
度
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
」

硬
度
と
い
う
の
は
、
－
２
中
に
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
が
何
哩
含
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
数
字
だ
。

製
造
課
の
丸
尾
精
一
課
長
は
、
各
地
の
水
を
飲
み
比
べ
て
き

た
が
、
試
飲
は
二
○
度
か
ら
二
五
度
の
常
温
で
の
水
。
「
こ
の
温

度
の
と
き
が
味
は
よ
く
分
か
る
の
で
す
が
、
う
ま
く
は
な
い
で

す
よ
」
と
苦
笑
し
て
い
る
。

世
界
の
水
を
味
わ
っ
て
き
た
水
博
士
の
日
下
談
甲
南
大
学
名

誉
教
授
を
訪
ね
た
。
本
来
は
原
子
炉
を
使
っ
た
放
射
化
分
析
法

が
専
門
な
の
だ
が
、
六
甲
山
系
の
河
川
、
地
下
水
の
分
析
を
手

掛
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
世
界
の
水
に
手
を
広
げ
、
フ
ラ
ン

ス
は
ル
ル
ド
の
聖
水
ま
で
分
析
し
て
し
ま
っ
た
。

日
下
先
生
の
研
究
に
よ
る
と
、
六
甲
の
水
と
い
っ
て
も
、
花

間
岩
質
の
細
か
い
砂
が
堆
積
し
て
い
る
表
六
甲
の
沖
積
平
野
と
、

湖
の
底
で
あ
っ
た
裏
六
甲
の
神
戸
層
群
の
水
の
成
分
は
大
き
な

違
い
が
あ
る
。

表
六
甲
の
地
下
水
の
水
質
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
重
炭
酸
、
硫
酸
、
塩
素
、
珪
酸
の
な
ど
の
イ

オ
ン
の
総
含
有
量
は
水
に
溶
け
て
い
る
成
分
の
量
の
九
五
％
を

超
え
る
硬
水
だ
が
、
裏
六
甲
の
地
下
水
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
が
少
な
く
、
軟
水
だ
。

表
六
甲
で
は
、
魚
崎
、
御
影
、
西
宮
な
ど
の
離
れ
た
地
区
で

も
成
分
量
の
組
成
比
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
水
質
が
安
定
し
て
い
る
。

裏
六
甲
で
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
湧
水
量
の
変
動
も
大
き
い
。

そ
し
て
、
宮
水
の
う
ま
さ
の
秘
密
は
、
か
っ
て
西
宮
神
社
の

あ
た
り
が
海
底
に
な
っ
て
い
た
こ
ろ
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
海
藻

の
堆
禎
物
か
ら
溶
出
し
て
く
る
リ
ン
酸
、
ホ
ウ
酸
な
ど
の
イ
オ

ン
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
日
下
先
生
は
み
て
い
る
。

神
戸
の
水
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
重

炭
酸
な
ど
は
、
六
甲
の
山
に
降
っ
た
雨
が
数
十
年
か
か
っ
て
地
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中
に
し
み
こ
ん
で
い
く
間
に
岩
石
か
ら
溶
け
出
し
た
も
の
。
ナ

ト
リ
ウ
ム
、
塩
素
イ
オ
ン
は
海
の
波
の
ご
く
小
さ
な
飛
沫
が
風

に
乗
っ
て
六
甲
山
に
降
り
（
フ
ォ
ー
ル
ァ
ウ
ト
と
い
う
）
、
そ
れ

が
地
下
水
に
溶
け
込
ん
で
い
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
。

神
戸
の
水
の
お
い
し
さ
の
秘
密
は
、
海
の
恵
み
、
山
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
。☆

「
赤
道
を
越
え
て
も
く
さ
ら
な
い
コ
ウ
ベ
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
は

以
前
は
布
引
の
水
だ
っ
た
。
市
街
地
で
も
神
戸
ウ
ォ
ー
タ
ー
一

○
○
％
を
飲
む
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
人
口
が
増
え
、
需
要
が

増
す
と
と
も
に
淀
川
の
水
を
取
り
入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

現
在
は
七
五
％
が
琵
琶
湖
・
淀
川
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

港
の
水
も
七
○
年
代
か
ら
は
ブ
レ
ン
ド
水
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ウ
ベ
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
世
界
に
名
を
馳
せ
た
の
は
、
神
戸
港

で
水
を
秋
み
込
む
船
の
数
が
、
他
の
港
よ
り
は
る
か
に
多
い
こ

と
に
も
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
七
四
年
に
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

年
間
一
二
七
万
ト
ン
が
頓
み
込
ま
れ
た
。

し
か
し
、
船
の
エ
ン
ジ
ン
が
改
良
さ
れ
て
冷
却
用
水
が
少
な

く
て
す
む
よ
う
に
な
っ
た
り
、
航
海
日
数
が
減
り
、
乗
組
員
も

小
人
数
に
な
っ
て
、
船
舶
へ
の
給
水
量
は
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。

大
誕
災
の
前
の
九
四
年
に
は
七
五
万
ト
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

で
も
こ
れ
は
横
浜
の
四
八
万
ト
ン
、
東
京
の
二
九
万
ト
ン
、
大

阪
の
一
七
万
ト
ン
に
比
べ
る
と
ダ
ン
ト
ッ
に
多
い
。
コ
ウ
ベ
ウ

ォ
ー
タ
ー
は
健
在
な
の
だ
。

☆

あ
の
と
き
の
日
々
「
沢
の
井
」
に
は
バ
ケ
ツ
を
手
に
し
た
数

百
人
の
市
民
が
静
か
に
並
び
、
ワ
イ
ン
城
の
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｗ

ａ
ｔ
ｅ
ｒ
」
は
す
べ
て
の
在
庫
を
救
援
物
資
に
提
供
し
、
港
の

「
給
水
丸
」
は
大
阪
か
ら
水
を
陸
に
運
ん
だ
。

神
戸
の
水
は
、
大
震
災
で
新
し
い
輝
き
を
加
え
た
。
バ
ケ
ツ

一
杯
の
水
が
ど
れ
ほ
ど
貴
重
で
あ
っ
た
か
。
が
、
記
憶
は
薄
ま

り
、
流
れ
去
る
。
市
民
一
人
当
た
り
一
日
に
使
う
量
は
四
○
○

４
。
こ
の
う
ち
、
飲
み
水
や
炊
或
に
使
う
の
は
二
・
五
９
。
「
神

戸
の
水
」
は
そ
の
お
い
し
さ
を
誇
る
だ
け
で
な
く
、
水
資
源
の

使
い
方
を
誇
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

須磨アルプス横尾山北側に湧き出ている水。名前はまだない。紅茶をいれたりお米
を炊くのに向いているとファンが増えている
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連
載
小
説
〈
第
６
回
〉

ガ
ラ
ス
の
犀

木
村
光
理

絵
／
森
津
達
夫

た
。
ジ
ン
は
そ
の
脇
を
通
り
抜
け
て
裏
道
に
出
た
。
そ
こ
な
ら
ひ

っ
そ
り
と
静
ま
り
返
っ
て
い
る
は
ず
。
だ
け
ど
、
そ
こ
に
も
人
、

人
、
人
の
波
。
ジ
ン
は
人
込
み
に
押
さ
れ
て
何
か
の
列
の
後
ろ
に

や
っ
て
き
た
。
何
だ
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
物
凄
く
長
い
列
だ

っ
た
。
彼
は
一
番
後
ろ
に
つ
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
ジ
ン
は
列
の

少
し
前
に
濃
紺
の
ス
ー
ツ
を
着
た
女
を
発
見
し
た
。
瞬
間
、
ジ
ン

の
心
は
唾
華
し
た
。
サ
キ
に
違
い
な
い
。
足
首
の
閉
ま
り
具
合
、

腰
か
ら
尻
に
か
け
て
の
滑
ら
か
な
曲
線
・
・
・
・
ジ
ン
は
近
視
の
目
を

細
め
た
。
彼
は
急
い
で
女
の
前
に
ま
わ
っ
た
。
だ
が
女
は
サ
キ
で

は
な
か
っ
た
。
ジ
ン
と
目
が
合
う
と
女
は
不
愉
快
そ
う
に
目
を
そ

ｌ
鯛
ｌ

ら
せ
た
。

列
の
最
後
尾
に
戻
る
と
「
あ
ん
た
、
何
の
列
か
知
っ
て
る
の
？
」

と
前
の
男
が
振
り
返
っ
て
ジ
ン
に
言
っ
た
。

「
知
ら
な
い
」
と
ジ
ン
は
こ
た
え
た
。

「
ほ
ん
と
に
知
ら
な
い
の
？
」

男
は
貧
血
気
味
の
顔
で
不
思
議
そ
う
に
言
っ
た
。
「
え
え
」

「
罰
が
あ
た
る
よ
。
宣
体
教
団
』
の
教
祖
様
が
聖
水
を
か
け
て

く
だ
さ
る
っ
て
の
に
」

「
そ
れ
っ
て
、
教
会
の
中
で
も
ベ
レ
ー
帽
を
か
ぶ
っ
て
る
奴
だ
ろ
」

「
失
礼
だ
ね
。
あ
れ
は
た
だ
の
ベ
レ
ー
帽
じ
ゃ
な
い
、
聖
な
る
冠

だ
。
無
信
心
の
者
は
並
ぶ
必
要
な
ん
て
な
い
。
と
っ
と
と
ど
こ
か

へ
行
つ
ち
ま
い
な
」

「
だ
け
ど
僕
は
今
悩
ん
で
る
ん
で
す
よ
」

「
知
っ
た
こ
っ
ち
ゃ
な
い
ね
」

男
は
人
差
し
指
で
眼
鏡
を
持
ち
上
げ
て
か
ら
、
ジ
ン
を
拒
む
よ

う
に
む
こ
う
を
向
い
た
。

ジ
ン
は
男
の
は
げ
上
が
っ
た
後
頭
部
に
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を

振
り
上
げ
る
姿
を
想
像
し
た
。
後
頭
部
が
ざ
く
ろ
の
よ
う
に
割
れ

て
、
そ
こ
か
ら
真
っ
白
な
鳩
が
何
羽
も
飛
び
出
し
て
、
群
衆
の
喝

采
を
浴
び
て
い
る
姿
を
。

人
を
殺
し
た
く
な
る
瞬
間
が
あ
る
も
ん
だ
、
と
ジ
ン
は
思
っ
た
。

今
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
か
も
し
れ
な
い
。
年
に
一
度
の
カ
ー
ニ
バ

ル
。
そ
う
だ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
日
に
は
幸
せ
な
奴
を
殺
そ
う
。
自

足
し
て
い
る
や
つ
を
殺
そ
う
。
自
信
た
っ
ぶ
り
に
生
き
て
る
奴
を

殺
そ
う
。
絞
殺
、
銃
殺
、
薬
殺
…
・
殺
人
の
カ
ー
ニ
バ
ル
。
群
衆

の
喝
采
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
制
服
の
警
官
が
ど
こ
ま
で
も
追
い
か

け
て
く
る
光
景
が
ジ
ン
の
頭
の
中
に
続
い
た
。
や
が
て
袋
小
路
に

追
い
詰
め
ら
れ
た
ジ
ン
に
向
か
っ
て
、
楽
し
そ
う
に
笑
い
な
が
ら

三
人
の
警
官
が
近
付
い
て
く
る
。
「
俺
た
ち
は
今
日
は
自
由
な
ん

だ
ぜ
。
裁
判
な
ん
て
面
倒
な
や
つ
は
抜
き
に
し
て
、
お
ま
え
の
よ

う
な
薄
汚
い
糞
野
郎
を
何
人
で
も
始
末
で
き
る
ん
だ
。
カ
ー
ニ
バ

ル
な
ん
だ
よ
な
、
な
ん
た
っ
て
」

や
が
て
ジ
ン
め
が
け
て
一
斉
射
撃
が
始
ま
る
。

☆

そ
の
街
最
大
の
目
抜
き
通
り
に
群
衆
が
溢
れ
て
い
た
。
春
を
告

げ
る
海
の
カ
ー
ニ
バ
ル
が
始
ま
っ
た
の
だ
。
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス

を
さ
げ
た
ジ
ン
も
、
群
衆
の
波
に
操
ま
れ
て
い
た
。
な
の
に
彼
ひ

と
り
冬
の
時
代
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
あ
の
海

沿
い
の
ホ
テ
ル
か
ら
帰
っ
て
き
て
二
週
間
が
た
つ
の
に
、
体
の
調

子
は
も
と
に
戻
ら
な
い
。
ひ
ど
い
も
ん
だ
よ
、
サ
キ
、
君
は
暖
か

い
ス
ペ
イ
ン
に
居
て
、
俺
は
こ
の
極
東
の
島
国
で
震
え
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
じ
ゃ
一
生
冬
の
時
代
で
終
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
不

安
だ
。
世
の
中
に
は
そ
ん
な
不
幸
な
人
間
が
大
勢
存
在
す
る
も
の
。

大
通
り
に
は
百
メ
ー
ト
ル
お
き
に
整
理
の
警
官
が
立
っ
て
い
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画 ②
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「
人
殺
し
！
」

飛
び
散
る
肉
片
と
な
り
な
が
ら
ジ
ン
は
叫
ぶ
。

男
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
、
ジ
ン
は
急
い
で
群
衆
の
流
れ
の
中
に

入
っ
た
。
身
を
委
ね
て
し
ま
う
覚
悟
さ
え
あ
れ
ば
、
こ
の
流
れ
も

悪
く
な
い
。

「
ひ
と
ご
み
っ
て
私
大
好
き
」

そ
の
時
、
そ
ん
な
サ
キ
の
声
が
貝
殻
骨
の
あ
た
り
で
響
い
た
。

言
葉
尻
が
上
が
る
癖
も
そ
の
ま
ま
だ
。
ジ
ン
は
思
わ
ず
後
ろ
を
振

り
向
い
た
。
だ
け
ど
、
知
ら
な
い
人
間
ば
か
り
。
う
さ
ん
臭
い
も

の
を
見
る
視
線
が
ジ
ン
に
集
ま
っ
た
。

自
分
で
も
ど
う
か
し
て
い
る
、
と
ジ
ン
は
思
っ
た
。
あ
の
結

婚
式
か
ら
も
う
一
か
月
。
彼
女
は
あ
の
金
持
ち
野
郎
と
長
い
長
い

新
婚
旅
行
の
最
中
だ
。
だ
け
ど
：
：
サ
キ
が
あ
ん
な
男
と
結
婚
し

た
な
ん
て
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
。

「
あ
れ
は
何
？
」

「
焼
き
り
ん
ご
さ
。
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
な
い
の
」
「
だ
っ
て
初

め
て
だ
も
の
」

眼
鏡
を
か
け
た
四
角
い
顔
の
男
と
ボ
デ
ィ
コ
ン
の
ス
ー
ツ
を
着

た
顎
の
し
や
く
れ
た
女
が
幸
せ
そ
う
に
話
し
て
る
。
女
は
蜜
の
と

ろ
け
る
よ
う
な
作
り
声
を
出
し
て
い
る
。
ク
ソ
！
ス
ー
パ
ー
の

売
れ
残
り
の
蜂
蜜
の
味
だ
。

ジ
ン
の
内
部
で
得
体
の
知
れ
な
い
何
か
が
爆
発
し
た
。
彼
は
二

人
に
向
か
っ
て
「
馬
鹿
野
郎
！
」
と
大
声
で
叫
ん
だ
。
ジ
ン
は
女

の
濃
い
グ
リ
ー
ン
の
ス
ー
ツ
に
唾
を
吐
い
た
。
女
は
バ
ッ
グ
か
ら

ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
す
と
、
顔
を
歪
め
て
そ
れ
を
拭
っ
た
。
ジ
ン

は
男
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
襟
元
を
つ
か
ん
だ
。
男
は
ジ
ン
か
ら
目
を

そ
む
け
た
。

い
っ
た
い
俺
は
何
を
し
て
い
る
ん
だ
。

ジ
ン
は
無
性
に
悲
し
く
な
っ
た
。
同
時
に
吐
き
気
を
催
し
た
。

彼
は
男
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
盛
大
に
幅
吐
し
た
。
そ
の
跡
は
立
体
的

に
仕
上
げ
た
抽
象
画
の
よ
う
に
美
し
か
っ
た
。
甘
酸
っ
ぱ
い
匂
い

が
抽
象
画
の
表
面
か
ら
匂
い
立
っ
た
。

そ
の
と
き
、
ジ
ン
は
右
の
頬
に
パ
ン
チ
を
く
ら
っ
た
。
１
０
０

万
ボ
ル
ト
の
電
流
が
皮
膚
の
表
面
を
走
っ
た
。

四
角
い
顔
の
男
で
は
な
か
っ
た
。
見
物
人
の
誰
か
が
殴
っ
た
の

だ
。
熱
狂
し
た
群
衆
が
そ
れ
に
続
い
た
。
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
代
わ
り

に
ジ
ン
は
パ
ン
チ
を
何
発
も
受
け
た
。
地
面
に
倒
れ
て
か
ら
は
、

何
十
本
も
の
足
が
ジ
ン
を
け
り
つ
け
、
踏
み
付
け
た
。
ジ
ン
は
汚

ら
し
い
生
き
物
に
な
っ
て
地
面
を
は
っ
た
。

最
初
の
う
ち
こ
そ
人
の
声
が
遠
く
で
聞
こ
え
て
い
た
が
、
や
が

て
何
ひ
と
つ
ジ
ン
の
耳
に
入
ら
な
く
な
っ
た
。

☆

ジ
ン
は
海
岸
通
り
の
派
出
所
の
堅
い
椅
子
に
腰
掛
け
て
い
た
。

そ
の
部
屋
は
日
当
た
り
が
悪
か
っ
た
。
空
気
が
病
気
に
か
か
り
ど

ん
よ
り
と
濁
っ
て
い
る
。
壁
は
至
る
と
こ
ろ
し
み
だ
ら
け
で
、
右

上
の
隅
に
一
匹
の
峨
が
へ
ば
り
つ
い
て
い
た
。
羽
を
開
い
た
ま
ま
、

峨
は
死
骸
の
よ
う
に
動
か
な
か
っ
た
。

「
酔
っ
て
も
い
な
い
の
に
ど
う
し
て
あ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
ね
。

見
ず
知
ら
ず
の
人
間
の
服
に
唾
を
吐
き
か
け
る
な
ん
て
、
ま
っ
た

く
常
識
は
ず
れ
だ
よ
。
面
白
半
分
か
ね
？
ま
っ
た
く
わ
け
が
わ
か

ら
ん
よ
。
こ
れ
だ
っ
て
り
っ
ぱ
な
犯
罪
だ
よ
、
犯
罪
。
わ
か
っ
て

る
の
か
ね
」

鼻
の
横
に
大
き
な
ほ
く
る
の
あ
る
警
官
が
、
ニ
ン
ニ
ク
臭
い
息

を
吐
き
な
が
ら
言
っ
た
。
ジ
ン
は
ま
た
気
分
が
悪
く
な
り
始
め
た
。

「
恋
人
と
で
も
喧
嘩
し
た
ん
だ
ろ
」

警
官
は
口
元
に
わ
ざ
と
ら
し
い
微
笑
を
浮
か
べ
た
。

「
く
つ
に
。
：
．
何
で
も
な
い
ん
で
す
」

ジ
ン
は
小
さ
な
声
で
そ
れ
だ
け
言
っ
た
。
頭
が
割
れ
る
よ
う
に

痛
ん
だ
。
体
中
至
る
と
こ
ろ
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
包
帯
が
巻
か
れ
、

１
１００

１

ジ
ン
の
こ
と
は
大
好
き
よ
・
で
も
あ
な
た
と
い
る
と
疲
れ
る
の
。

胸
の
内
側
に
小
さ
な
刺
が
無
数
に
刺
さ
る
み
た
い
。
抜
い
て
も
抜

い
て
も
と
れ
や
し
な
い
。
よ
し
て
く
れ
よ
。
馬
鹿
馬
鹿
し
い
。

小
便
臭
い
小
娘
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
俺
に
カ
シ
ミ
ア
の
毛
布
に
で

も
な
れ
と
い
う
の
か
い
。
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顔
も
二
倍
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
。
両
目
と
も
腫
れ
上
が
り
、
視

野
が
半
分
に
縮
小
し
て
い
た
。
体
を
少
し
動
か
す
と
、
痛
み
が
全

身
を
駆
け
巡
っ
た
。

「
よ
く
そ
れ
だ
け
の
怪
我
で
す
ん
だ
も
ん
だ
。
カ
ー
ニ
バ
ル
の
日

は
み
ん
な
殺
気
だ
っ
て
る
か
ら
ね
。
殺
さ
れ
た
っ
て
文
句
は
い
え

な
い
よ
」

「
電
話
し
て
い
い
で
す
か
」

「
ど
こ
へ
？
」

「
事
務
所
に
」

そ
う
言
っ
た
あ
と
、
ジ
ン
は
自
分
の
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
が
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

「
あ
の
お
－
僕
の
鞄
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
」

「
そ
ん
な
も
の
あ
る
わ
け
な
い
だ
ろ
。
命
が
助
か
っ
た
だ
け
で
感

謝
し
ろ
」

「
あ
れ
が
な
い
と
僕
は
」

部
屋
の
回
り
を
見
回
し
な
が
ら
ジ
ン
は
言
っ
た
。

「
わ
た
し
が
盗
ん
だ
っ
て
白
状
す
れ
ば
い
い
の
か
い
」
「
そ
ん
な

．
・
・
・
た
だ
あ
れ
が
な
い
と
事
務
所
に
」

「
心
配
し
な
く
て
い
い
。
事
務
所
の
こ
と
な
ん
て
考
え
な
く
て
」

「
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
」

「
だ
か
ら
戻
ら
な
く
て
よ
く
な
っ
た
ん
だ
よ
」

「
。
・
・
。
」

「
当
た
り
前
だ
ろ
。
わ
け
も
な
く
人
に
唾
を
吐
き
か
け
る
よ
う
な

そ
ん
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
求
め
て
る
と
こ
ろ
な
ん
て
、
そ
う
だ
る
。

そ
れ
に
、
ひ
っ
か
け
た
相
手
が
悪
か
っ
た
ね
。
金
が
あ
る
か
ら
ね
、

あ
の
一
族
に
は
」

「
謝
り
に
行
き
ま
す
」

「
諦
め
の
悪
い
や
つ
だ
な
。
会
っ
て
く
れ
る
わ
け
な
い
よ
。
あ
ん

た
み
た
い
な
下
っ
端
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
。
い
や
違
っ
た
な
、
元
セ

ー
ル
ス
マ
ン
か
．
：
．
」

血
の
気
の
な
い
ジ
ン
の
顔
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
左
右
に
揺
れ
た
。

「
気
に
す
る
な
よ
、
ま
だ
若
い
ん
だ
か
ら
。
こ
れ
か
ら
だ
っ
て
な

ん
と
か
な
る
さ
」

１
１０１

１
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「
も
う
若
く
な
い
ん
で
す
」

「
少
な
く
と
も
わ
た
し
よ
り
若
い
」

ジ
ン
は
ま
た
吐
き
気
を
覚
え
た
。
薄
緑
色
の
胃
液
が
喉
の
と
こ

ろ
ま
で
上
が
っ
て
く
る
。
「
あ
ん
た
は
特
い
く
せ
に
考
え
す
ぎ
る

ん
だ
よ
、
そ
れ
も
ア
ナ
ク
ロ
的
に
ね
。
時
々
そ
ん
な
奴
が
い
る
か

ら
ね
。
で
も
、
今
の
世
の
中
じ
ゃ
似
合
わ
な
い
。
何
も
考
え
な
い

ほ
う
が
い
い
ん
だ
よ
。
そ
ん
な
こ
と
プ
ロ
に
任
せ
て
、
気
楽
に
生

き
れ
ば
い
い
ん
だ
。
隣
り
の
部
屋
に
恋
人
が
待
っ
て
る
っ
て
い
う

の
に
、
ま
っ
た
く
賛
沢
な
ん
だ
よ
な
」

「
恋
人
？
」

「
ま
さ
か
母
親
っ
て
言
う
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ろ
。
．
…
と
に
か
く
、

こ
こ
は
ホ
テ
ル
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
。
甘
っ
た
れ
た
若
者
に
い
つ
ま

で
も
部
屋
を
貸
し
て
お
く
ほ
ど
警
察
は
裕
福
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」

警
官
は
剃
り
残
し
た
顎
髭
を
指
で
こ
す
り
な
が
ら
、
テ
ー
ブ
ル

の
上
の
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ン
に
手
を
伸
ば
し
た
。

「
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
い
よ
」
と
送
話
器
に
向
か
っ
て
彼
は
言
っ

た
。ド

ア
が
ジ
ン
の
背
後
で
ゆ
っ
く
り
と
開
い
た
。
ジ
ン
は
振
り
向

か
な
か
っ
た
。
振
り
向
く
勇
気
は
な
か
っ
た
。
。
…
も
し
か
す
る

と
：
：
あ
い
つ
が
・
・
：
ま
さ
か
：
：
で
も
、
も
し
そ
う
な
ら
、
顔

が
歪
む
ほ
ど
殴
ら
れ
て
も
．
…

ジ
ン
の
後
ろ
に
女
の
立
つ
気
配
が
し
た
。
ジ
ン
は
緊
張
の
せ
い

で
細
か
く
震
え
た
。

「
ひ
ど
い
怪
我
ね
。
ま
る
で
別
人
み
た
い
」
と
女
が
言
っ
た
。
そ

の
声
で
ジ
ン
の
顔
は
か
す
か
に
歪
ん
だ
。
警
官
は
証
し
げ
な
顔
で

ジ
ン
を
見
た
。
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ト
を
手
に
持
っ
て
、
レ
ィ
コ
が
薄

暗
い
光
の
中
に
立
っ
て
い
た
。
口
の
周
り
に
薄
く
髭
が
生
え
て
い

る
の
が
光
線
の
具
合
で
浮
き
立
っ
た
。

「
心
配
し
た
の
よ
。
電
話
し
て
も
出
な
い
ん
だ
か
ら
。
事
務
所
に

連
絡
し
た
ら
こ
こ
だ
っ
て
。
．
・
・
・
で
も
嬉
し
い
わ
。
う
な
さ
れ
な

が
ら
私
の
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
た
ん
で
す
っ
て
？
」

レ
イ
コ
は
そ
の
場
に
不
釣
り
合
い
な
弾
ん
だ
声
で
言
っ
た
。
ジ

ン
は
、
そ
の
声
か
ら
顔
を
そ
む
け
る
よ
う
に
し
て
、
机
の
上
に
薄

２
１
０
１
１

緑
色
の
胃
液
を
吐
い
た
。
「
い
け
す
か
な
い
野
郎
だ
ぜ
、
お
前
は
」

と
警
官
が
野
太
い
声
で
叫
ん
だ
。

☆

レ
イ
コ
は
回
復
す
る
ま
で
彼
女
の
六
角
形
の
部
屋
に
い
れ
ば
い

い
と
勧
め
た
。
だ
が
、
ジ
ン
は
拒
否
し
た
。
僕
に
は
僕
の
部
屋
が

あ
る
、
と
言
っ
た
。

「
そ
の
う
ち
家
賃
が
払
え
な
く
な
っ
て
追
い
出
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
そ
れ
ま
で
は
僕
の
城
だ
」
「
わ
か
っ
た
わ
」
と
レ
ィ

コ
は
言
っ
た
。
レ
イ
コ
の
顔
は
け
し
て
奇
麗
で
は
な
か
っ
た
。
美

し
く
も
な
か
っ
た
。
で
も
、
そ
の
時
の
ジ
ン
に
は
す
て
き
に
見
え
た
。

そ
れ
か
ら
毎
日
、
レ
イ
コ
は
ジ
ン
の
部
屋
に
や
っ
て
き
て
、
掃

除
を
し
、
洗
濯
を
し
、
食
事
を
つ
く
り
、
ジ
ン
の
傷
口
に
薬
を
塗

り
、
包
帯
を
替
え
た
。
そ
し
て
、
彼
の
体
を
タ
オ
ル
で
隅
々
ま
で

拭
い
た
。

「
悪
い
ね
」
と
ジ
ン
は
言
っ
た
。

「
い
い
の
。
私
喜
ん
で
や
っ
て
る
の
よ
」

サ
キ
は
俺
が
自
立
し
て
な
い
と
責
め
た
。
あ
な
た
の
世
話
を
す

る
た
め
に
生
き
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
わ
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
に
は

人
生
は
短
す
ぎ
る
わ
。
私
に
も
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
の
。

ジ
ン
が
完
全
に
回
復
し
て
も
レ
イ
コ
は
し
ば
ら
く
そ
ん
な
風
に

ジ
ン
の
世
話
を
や
い
た
。
そ
れ
は
ジ
ン
に
と
っ
て
楽
で
は
あ
っ
た

け
れ
ど
、
そ
の
優
し
さ
が
彼
に
は
徐
々
に
我
慢
で
き
な
く
な
っ
た
。

甘
す
ぎ
る
ケ
ー
キ
み
た
い
に
。
あ
る
日
、
と
う
と
う
、
も
う
来
な

い
で
ほ
し
い
、
と
ジ
ン
は
言
っ
た
。
も
う
大
丈
夫
、
な
ん
と
か
や

っ
て
い
け
る
か
ら
、
と
。

失
業
保
険
が
続
く
間
、
で
き
る
だ
け
部
屋
か
ら
出
な
い
で
お
こ

う
と
ジ
ン
は
思
っ
た
。
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
た
日
々
、
憧
れ
て
い

た
生
活
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
活
に
入
ろ
う
。

昼
寝
を
し
、
自
慰
を
し
、
し
ば
ら
く
や
め
て
い
た
た
ば
こ
を
吸

い
尽
く
す
と
、
ほ
か
に
や
る
こ
と
は
何
も
な
か
っ
た
。
久
し
振
り

に
脚
本
を
書
い
て
み
よ
う
と
も
思
っ
た
が
、
サ
キ
が
い
な
い
と
考

え
る
と
そ
ん
な
気
力
は
一
遍
に
う
せ
た
。
そ
れ
で
も
時
は
き
ち
ん

と
過
ぎ
た
。
〈
つ
づ
く
〉
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1０３

☆ｇ６ＫＯＢＥＣＣＯＣＬＵＢＮＥＷＳ

愛読者のためのコミュニケーションサロン

ロ神戸っｆ倶楽部では、ただ今会員を募集して
います。会員の方にはｒ月l : l l 神戸っｒ』を１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
として、「月刊神戸っ子」の誌而上に、「神戸っ
子倶楽部ニュース」を毎月掲栽、会員の動きな
ど様々な情報を提供します。さらに年２回、文
化性の高いイベント（コンサート、美術展、演
劇など）に特別割引きまたは無料でご招待いた
します。年会費（入会金を含む〉は１万｢ ｢ ] で１。
神戸を愛する人たちのカルチャ･ クラブ「神

戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か

口入会申し込み・お問い合わせは…
〒6 5 o 神戸市中央区下山手通3 丁目1 - 1 8 ツインズト
アビル4 Ｆ有限会社月刊神戸っ子まで
T E L ：O 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6 F A X ：0 7 8 - 3 3 1 －2 7 9 5

神戸っ子倶楽部l N F O R M A T I O N

第１０回リサイタル

若柳吉金吾の会へペアでご招待
あや

′- - 7 超の蕊が綴なす究極の善一
とき1 9 9 6 年９月2 9 1 ｣ （日）

午後3 時開演
ところ神戸文化ホ･ - ル（大ホール）
出演符柳吉金吾蒋柳吉･ 保若柳吉糸他

★先着5 組1 0 名さまに、ご招待券をプレゼントいたしま
す‐ハガキに、住所、氏名、電話番号、小誌へのご感想な
どを明記の上、ご応募下さい。なお、当選はチケットの郵
送に替えさせて頂きます。

画宛先〒6 5 o 神戸市中央区下山手通３－１－１７
ツインズトアビル４Ｆ月刊神戸っ子
「チケットプレゼント中村」まで

神戸っ子通信

羅蕊;識
へ寄側･ され為営募金は郵洩振替で受け１，i け･ て
いる。1 - 1 座『あしなが育英会震災遺児１１」
00100.1.1712M5２

③異人館修復支援へ基金
大獲災で被害を受けた神戸‘北野の異人館

修復など．神戸の皿として郷ﾉ ｰ j を伝え銃けて
きた街を住民自身の手で守るため、地元の
｢ 北野・山本地区をまもり、ぞだてる会」が支
援金を募っている。芽企は郵便振替で受け付
けている] 口曜「北野・山本地区をまもり
そだてる会」０１１６０．１．６０７０７問い合わせは
同会会長浅木さん方T E L ：0 7 8 - 2 4 2 - 6 2 8 8 へ

④神戸復興支援義援袋
神戸商_ L 会議所ＷＥＬＯＶＥＫＯＢＥ元気

復興委員会などの後援で、神j - f 何名店メーカ
ーのご協ﾉ j を仰ぎ、復興支援のため神戸の銘
品をパックにした錠扱袋を令同得地で版, だし
ている。砧め合わせ
０００円の3 側類．問い

'よ3､000円‘５，０００円･１０，
合わせは蛎務局・矧刊神

戸つ･ｆＴＥＬ：0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6 へ
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プ
ッ
ク
ス
ウ
柔
ス
ト

か
も
め
書
房

ス
タ
ー
商
会

②
神
戸
市
西
区

ジ
ュ
ン
ク
堂
学
園
都
市
店

漢
口
堂
書
店
西
神
そ
ご
う

⑥
西
宮
市

千
種
書
房
苦
楽
圃
店

夙
川
書
店

華
文
堂
普
店

シ
オ
サ
イ

ア
イ
ビ
ー
書
房
甲
子
園

プ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

青
楓
堂
書
店

④
宝
塚
市

川
瀬
書
店

キ
リ
ン
堂
沓
店

宝
塚
番
店

⑧
伊
丹
市

文
学
館
伊
丹
駅
前

文
学
館
伊
丹
タ
ミ
イ

、
芦
屋
市

芦
屋
宝
盛
館

大
利
昭
文
堂

芦
屋
天
久
堂
書
店

③
明
石
市

木
村
書
店

ジ
ュ
ン
ク
堂
明
石
店

日
東
館
書
林

③
加
古
川
市

プ
ヅ
ク
ス
ア
ル
フ
ァ

詳
文
館

⑳
姫
路
市

三
耕
堂

ジ
ュ
ン
ク
堂
姫
路
店

、
大
阪
・
生
野
区

リ
プ
ロ
ス
兵
庫
店

、
豊
中
市

文
学
館
千
里
中
央
店

＠
重
界
・
池
袋

西
武
百
貨
店
リ
プ
ロ

・
東
京
・
有
楽
町

三
信
書
店

い
け
だ
省
店

ジ
ュ
ン
ク
堂
三
宮
店

ジ
ュ
ン
ク
堂
サ
ン
パ
ル
店

騒
々
堂
三
宮
店

高
橋
書
店

、
神
戸
市
東
灘
区

ウ
サ
ギ
番
店

北
村
書
店

御
影
宝
盛
館

甲
南
堂

御
影
プ
ッ
ク
ス

甲
南
ブ
ッ
ク
ス

ジ
ュ
ン
ク
堂
住
吉
店

本
山
宝
盛
館

寺
垂
示
館
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

店池
田
書
店

扇
文
堂
書
店

エ
ミ
ー
ル
書
房

魚
崎
書
店

プ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
・
Ｊ
Ｕ
Ｎ

プ
ッ
ク
ス
・
ユ
ー

③
神
戸
市
灘
区

南
天
荘
書
店

プ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

サ
ン
プ
ッ
ク
ス

灘
・
宝
文
館

神
戸
大
学
生
協

せ
か
い
普
房

パ
ー
ル
瞥
房

プ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ン
岩
屋

⑬
神
戸
市
中
央
区

宝
文
館

海
文
堂

丸
善

ホ
ン
ジ
ョ
ー
ブ
ッ
ク
ス

漢
口
堂
書
店
三
宮
店

流
泉
書
房

コ
ー
ペ
プ
ッ
ク
ス

朝
日
屋
ボ
ー
ア
イ
店

三
宮
プ
ッ
ク
ス

ジ
ャ
パ
ン
プ
ッ
ク
ス

ア
シ
ー
ネ
オ
ー
パ
店

左
記
の
書
店
で

神
戸
っ
子
はプ

ッ
ク
ス
フ
ジ
ヤ

Ｂ
Ｆ
メ
ト
ロ
コ
ウ
ベ

飯
田
書
店

三
角
文
庫

ラ
プ
リ
ー
元
町

フ
ー
リ
エ

⑳
神
戸
市
兵
庫
区

神
文
館
メ
ト
ロ
店

プ
ッ
ク
ス
花
咲
く
街
角
湊
川

合
城
屋
沓
店

コ
ー
ペ
プ
ッ
ク
ス

デ
ュ
オ
神
戸

な
か
や
ま
書
店

前
川
書
店

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
菊
水

、
神
戸
市
長
田
区

高
田
屋
笹
店

③
神
戸
市
須
磨
区

流
泉
堂
書
房
パ
テ
ィ
オ

新
文
堂
書
店

朝
日
屋
横
尾
店

朝
日
屋
高
倉
台
店

プ
ッ
ク
ス
三
シ
輪
ビ
パ
タ
ウ
ン

す
ま
瞥
房

神
戸
書
林

三
シ
輪
パ
ル
プ
ラ
ザ

ビ
ブ
ロ
ス
須
磨
友
ケ
丘

、
神
戸
市
垂
水
区

日
東
館
垂
水
店

香
山
書
店

ツ
ッ
ジ
書
房

広
文
館
普
店

キ
ッ
ポ
ウ
館

漢
口
堂
書
店
明
舞

ブ
ヅ
ク
ス
堀
川

文
進
堂
書
店

リ
ー
ブ
ル
塩
屋

青
山
ブ
ッ
ク
ス

局
津
書
店

ブ
ッ
ク
ス
イ
カ
リ

⑧
神
戸
市
北
区

ぶ
つ
く
・
ぴ
っ
と

ジ
ュ
ン
ク
堂
北
町
店

神
戸
っ
子
と
出
会
う
時

月
刊
「
神
戸
っ
子
」
は

思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
で
・
・
・

■
●
●
●
●
●
■
ｅ
●
⑤
ｍ
、
。
●
●
●
。
。
●
。
●
●
●
、
⑤
●
●
。
●
●
●
。
●
●
。
●
●
●
■
●
●
●
●
■
■
。
●
●
■
●
●
■
■
●

●皿
懲
鰯
鍾
急
繁
雄
縁
灘
鯉
誹
難
溌
秘
・
鋤
へ
一
澱
控
睡

●釦
★
第
妬
回
「
神
戸
ま
つ
り
」
で
貫
い
た
人
だ
〈
佐
井
〉
か
よ
り
、
す
い
か
の
ほ
う

”
が
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
た
。
★
「
あ
ん
ま
り
考
え
す
ぎ
が
い
い
。
と
思
う
．
夏
ま

・
リ
オ
か
ら
本
場
の
サ
ン
バ
ん
よ
う
に
」
。
後
記
の
内
容
っ
さ
か
り
。
〈
巾
淵
〉

●恥
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
久
を
考
え
込
ん
で
い
る
私
に
☆
「
変
わ
ら
な
き
ゃ
」
は
、

“
し
ぶ
り
に
豪
快
、
壮
快
な
絹
築
長
が
言
っ
た
。
お
そ
イ
チ
ロ
ー
の
言
莱
。
な
ぜ

、
サ
ン
バ
を
目
の
あ
た
り
に
ら
く
、
正
し
い
。
〈
Ａ
〉
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

“
し
て
感
動
し
た
。
流
石
に
☆
迫
書
を
死
ぬ
前
に
書
く
い
か
？
原
因
を
追
求
し
な

“
凄
い
。
〈
小
泉
康
夫
〉
が
如
く
、
後
記
を
編
築
前
け
れ
ば
同
じ
こ
と
の
繰
り

“
☆
震
災
か
ら
１
年
６
ヵ
月
。
に
記
す
．
年
賀
状
を
年
内
返
し
。
〈
イ
チ
子
〉

。
７
月
に
な
っ
た
神
戸
ま
つ
に
出
す
の
と
は
似
て
非
な
★
ま
た
ま
た
サ
ッ
カ
ー
の

●釦
り
へ
月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
る
手
」
と
で
あ
る
。
〈
矢
〉
夏
。
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
が

”
パ
チ
ー
ム
は
復
興
神
戸
パ
☆
璽
災
見
学
に
来
た
友
人
前
半
戦
首
位
に
。
８
月
肥

・
レ
ー
ド
、
リ
オ
か
ら
や
つ
た
ち
の
感
想
。
「
神
戸
で
は
日
か
ら
ユ
ニ
パ
で
後
半
戦

。》
て
来
た
チ
ー
ム
卸
名
が
師
大
規
模
な
淘
汰
が
行
わ
れ
開
始
．
〈
小
泉
昭
子
〉

配
る
京
町
筋
、
ハ
ー
パ
ー
ラ
て
い
る
」
。
被
災
者
の
私
た

函
ン
ド
の
光
の
パ
レ
ー
ド
に
ち
も
加
担
し
て
は
い
な
い
神
戸
っ
子
Ｎ
Ｏ
’
４
２
３

函
参
加
し
た
。
祈
り
と
感
謝
、
だ
ろ
う
か
。
〈
成
〉
★
発
行
／
１
９
９
６
年
８
月
１
日

函
生
き
る
歓
び
を
サ
ン
バ
に
☆
サ
ン
バ
パ
レ
ー
ド
に
４
★
昌
築
人
／
小
泉
美
喜
子

蝿
猫
綜
一
棚
蒲
元
気
に
蝿
職
郷
詩
謹
雫
坤
糠
識
蝿
増
権

”
〈
小
泉
美
啓
子
〉
あ
れ
で
は
、
市
民
が
参
加
ツ
イ
ン
ズ
ト
ア
ビ
ル
４
髄
〒
６
５
０

》
★
小
誌
も
加
盟
社
で
あ
る
し
に
く
い
の
で
は
〈
直
〉
０
７
８
（
３
３
１
）
２
２
４
６
（
代
）

印
日
本
タ
ウ
ン
誌
協
会
の
角
☆
砂
浜
で
月
の
形
の
貝
殻
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
０
７
８
（
３
３
１
）
２
７
９
５

恥
田
吉
博
会
長
が
逝
去
、
浦
を
拾
っ
た
。
小
さ
く
水
で
★
東
京
圏
築
室
／
小
泉
昭
子

、
和
市
で
行
わ
れ
た
葬
儀
・
包
ん
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
３
｛
３
９
９
３
）
０
２
９
７

ｍ
告
別
式
に
参
列
し
た
。
布
ま
っ
て
お
い
た
。
〈
に
〉
鼠
価
３
０
０
円

瞳 識講砿識職
甥鎌瀞懸嬬差
業茶ル”；癖＃戸

愛｡ 融､
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

Ｂ
Ａ
Ｒ
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

キ
ヤ
ノ
ン

北
野
坂
に
し
む
ら
卯
群
店

ハ
イ
ジ
水
遊
筋
店

卯
誹
倶
楽
部

東
京
宝
塚
劇
期
宝
塚
セ
ン
タ
ー

カ
イ
ザ
ー

気
ま
ぐ
れ
カ
モ
メ

ス
テ
ー
キ
青
山

ラ
プ
リ
ー
元
町

カ
ナ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
（
西
区
）

回定期胴読のお申し込みは
１年分5 0 0 0 円
郵便振替口座番号
０１１６０－２－４５１９６

１
１０４

１
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●天然保湿成分オリザブラン配合｡ ( 特許N o . 1 5 6 5 5 7 8 ）
米ぬかから抽出されるオリザブラン（天然米ぬかエキス）はすぐれた保湿効
果をもち、頭皮に潤いをあたえます。また頭皮の乾燥を防いで活性を促し、
ヘアサイクルを正常にします。

●低刺激、髪にやさしい弱酸性。
●人・環境にやさしい植物性（ヤシ油）洗浄ベース。
●紫外線から毛髪を保護し､ 髪をダメージから守ります。

－ズ爾の商品特徴’

〆 、

朗報｡ 悩みをなくす白と赤｡ 頭皮に米ぬか１養毛新理論。
近年、食生活の変化やストレスの増加により髪に対する悩みを持つ人は年々 増加し、抜け毛、薄毛などの悩みを抱いて
いる人達が急増しています。そんな悩みを持つ方の間では、米ぬかを配合したヘアケアシリーズに話題集中。
天然保湿成分オリザブランを配合した『オリザ純米ぬかシリーズ』が人気です。
この画期的な商品を製造したのは、神戸・兵庫区にある㈱リアル。明治2 7 年『神戸美人ぬか本舗」として創業以来

米ぬか商品一筋に1 0 0 年。まさに米ぬかに着目した老舗の会社として定評があります。
ナチュラル志向の今日、ますます注目される同社の米ぬか商品を取り扱う理容室さんに生の声を取材してみました…。

◆へアーサロンギンバリ◆◆サロン・ド・オカモト◆
この商品は、オリザブラン成分の効用の高さで有名ですが、いろ続々と新亜のヘアケア製品が発売されているなか、米ぬか商品ご
いろと説明するよりも、まず一度だまされたと思って使ってくだ利用者の方は、他商品に浮気もされず（笑）持続してご愛用いた
さい、とお勧めしています。みなさんこのシリーズに変えてからだく定着したファンが多いですね。よい商品ならではの結果でし
抜け毛がぐんと減ったと喜んでいただいています。ご友人へのようか。頭皮の皮脂の汚れをしっかり落す商品なので、健康な髪
心からの（笑）プレゼントとしてl M f 入されるなど、口コミのファを維持できると、男性に限らずご家族全員で利用いただいている
も増えてきているようですね。戸お客様も多数おられます。
心からの（笑）プレゼントとしてl m f 人される’
も増えてきているようですね。

中央区東川崎町1 - 6 - 1
ハーバーランドモザイク２Ｆ
盃0 7 8 －３６０－２０３８
営業: １０時～１９時（受付終了）
定休：月曜曇

緬

管

」

東灘区岡本1 - 1 3 - 1 3
アンサンブル扉寺1 - 身ル1 Ｆ
盃0 7 8 - 4 1 1 －８８０３
営業: ９時～2 0 時（受付終了）
定休：毎月曜・第2 , 3 火曜

く店長吉田洋明氏） < マスター足す遍菩E Ｓ

皿
| オリザ純米ぬかへアケアシリ

オリザ純清髪料
くシャンプー〉
4 0 0 ｍ１２０００円

純薬用米ぬか養毛料
（トニック）
１８０ｍ１３８００円

オリザ純保艶料
くトリートメント〉
4 0 0 ｍ１２０００円

製造元：株式会社リアル
神戸市兵庫区御所通１－３－１８

盃０７８←６８２－１３８１Ｉ

【霊ｱﾑ偶見凸２１ＣＨｙｒ星1 浬呉晶

鍵
が
隠
蔦
斜

, 、・Ｌ＝ ニー
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ツ

LＩ

釜
②‐

●
其
靴
酔

山

今
後
と
も
お客 家目こ
様具本：れ，
方はのも
の１も家ひ
変住ち具とこ
わよまろのえの震
らりいんかに度災
い充の内た皆や以
ご実関装ち創様つ来
指し連工を業方と仮
導た事事求明のオ設
と内業、め治お１店
一容とイて十力プ舗
層をしン－五添ンで
のおてテこ年えす営
ご届、リこ ･ のる業
支け広アに江賜こし
援致域．新戸ととて
をしに１し屋厚がい
心ま取デい家く出ま
かすりイー具御来し
ら。組ネ歩店礼また
おみ１をＩま申しが
願、シ踏した、
いヨみ上・
申ン出げ
しをしま
上含ます
げめす。

：与夢一一

今
後
と
も

』

『

よ
り
充
実
し
た
内
容
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

お
客
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
一
層
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｐ１~可
ノノ

ツ
呪

家
具
匠
江
戸
屋
店
主
福
井
敏
了

家
具
匠
江
戸
屋
店
主
福
井
敏
了

阪急・阪神・地下鉄・ＪＲなど全線にアクセス
高速新開地駅下車南西へスグ( 永沢交差点角）

』''１

Ｌ

H１

鐘職繍鋤Ｉ鐘職繍鋤Ｉilll
一

ⅡlⅡ

野家具匠に戸倉
ＥＤＯＹＲＴＲＡＤｌＴｌＯＮＡＬ１ＮＴＥＲＩＯＲＳＳＩＮＣＥ１８６２

〒6 5 2 神戸市兵庫区塚本通２－１－１
T E L O 7 8 - 5 7 5 - 3 1 2 0 ・F A X . O 7 8 - 5 7 5 - 6 6 6 3

川

雷雲萱溌謹

'億 忙 |Ｉ創業明治十五年きつねの嫁入り屋
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７月2 7 日( 土) 新装オープンしたトア･ ロードの
" 黄老" もプロデュース店舗の一つ

快適な未来空間を
プロデュース

空間プロデューサーとして

空間を読み、豊かさを築く

より確かなノウハウと卓越した

匠の技術と創造力で

お客様の満足にお応えします。

F e e ノ的ｅＦＵｆｕｒｅ－

←一
一
”＝

1V⑨ｍｊ＃9I
G R ⑨" Ｐ

入船建装株式会社
神戸市東灘区御影塚町４丁目3 - 1
TEL､078（851）3191㈹
FAXo078（851）３４４４
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居剰

〆特別室には、木の味を生かした重厚な応
接セット。モダンとクラシックが出会い、
見事に調和しています。
品質の良さと独自のデザイン、なにより
日本人の生活に合うように工夫して設計さ
れた神戸の手作り家具。その伝統を受け継
いだオークショップ富屋の家具は、ここで
も生かされています。

昨年９月に改築された本願寺神戸別院は、
インド仏教様式の斬新なデザインで、通称
｢ モダン寺」として神戸のひとびとに親しま
れています。
外観だけでなく内装も独特で、本堂の宮

殿と厨子はすべて金箔。欄間や仏具には彫
刻がほどこされ、柱には御影石が使われて
います｡ ／▽

唾

〒6 5 0 / 神戸市中央区元町通１丁目1 1 番７号
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 2 0 9 8 F A X 画0 7 8 - 3 3 3 - 0 8 2 4

一 一一

'１

〒6 5 0 / 神戸市中央区下山手通８丁目１番１号
TE L ､ 0 7 8 - 3 4 1 - 5 9 4 9 F A X o 0 7 8 - 3 4 1 - 8 5 2 6

創作洋風家具・室内装備一式

田O鳳嘩S園OPTOMIYaSI N C E 1 9 1 8

( 株) オークショッブ富屋

灘

モ
ダ
ン
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
の

出
会
い

本願寺神戸別院
兵庫教区教化センター

モダン寺特別室のクラシック調の応接セット

鱗
1.
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地
見
学
会
を
の
ぞ
い
た
と
こ
ろ
「
担
当

の
方
の
対
応
が
き
め
細
か
く
頼
も
し
く

て
」
と
美
央
さ
ん
・
「
な
に
よ
り
、
街
全

体
が
明
る
く
ス
マ
ー
ト
な
イ
メ
ー
ジ
で

統
一
さ
れ
て
い
る
の
が
気
に
入
り
ま
し

た
」
と
、
あ
こ
が
れ
の
街
・
神
戸
に
大

満
足
の
様
子
で
す
。

実
際
に
住
ん
で
み
る
ま
で
は
、
ご
近

所
に
友
達
が
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
「
新
し
い
街

美
央
さ
ん
茜
ち
ゃ
ん
〈
菩
市
北
区
在
住
〉

神戸での
住まい方

徳永さんご一家。広く明るいダイニングルームで

徳
永
順
也
さ
ん

「
北
神
星
和
台
」
は
北
区
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
住
宅
街
。
結
婚
５
年
目
の
徳
永

順
也
さ
ん
、
美
央
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
昨

年
９
月
に
宝
塚
市
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

か
ら
引
っ
越
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
い
い
家
に
住
ん
で
る
な
ん

て
、
２
年
前
は
考
え
も
し
て
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
、
製
薬
会
社
に
お
勤
め
の
順

也
さ
ん
。
震
災
前
は
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購

入
す
る
予
定
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
現

め
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
「
新
し
い
街

な
の
で
み
な
さ
ん
そ
う
思
っ
て
お

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
か
え
っ

て
誰
と
で
も
仲
よ
く
な
れ
る
ん
で

す
よ
」
・
美
央
さ
ん
は
最
近
、
白
木

に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を
塗
る
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
そ

う
で
す
が
、
ご
近
所
の
同
じ
趣
味

の
方
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

宅
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
順
也
さ
ん

郡
で
す
が
、
茜
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て

藤
か
ら
は
「
子
ど
も
中
心
の
生
活
に

の露
な
っ
た
の
で
、
休
日
は
も
っ
ぱ
ら

一
千
庭
を
い
じ
っ
て
ま
す
」
と
、
笑
い

龍
ま
す
。

庭
絵
本
が
大
好
き
な
茜
ち
ゃ
ん
。

率
散
ら
か
し
た
後
の
片
付
け
は
、
お

園、

畝

明
る
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
街
に

快
適
で
安
心
の
健
宅

ｇ
住
ん
で
み
て
分
か
る
住
宅
の
良
さ

P』ｑ轟罫画国

日本生命グループ

プ新三和不重力産
神戸支社／神戸市北区鴎子２－１７－２

T E L , 0 7 8 - 5 9 3 - 7 0 7 2
神戸市北区西山１－１５－６
T E L O 7 8 - 9 5 2 - 1 0 1 1

母
さ
ん
の
役
目
？
「
収
納
ス
ペ
ー
ス
が

広
く
て
助
か
っ
て
ま
す
」
と
美
央
さ
ん
。

「
窓
が
多
い
の
で
明
る
く
風
通
し
が
い
い

し
、
し
っ
か
り
し
た
作
り
な
の
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
ま
す
ね
」

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
街
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

フ
ァ
ミ
リ
ー
。
い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に
。

灘&
熱

雪奄

公庫付建売住宅好評分罵
北神星和台：神戸電鉄田尾寺駅下車
日生鈴間台：神戸電鉄西鈴蘭台駅下車

中
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神戸ハーバーランドニユーオータニ

Ne w O t a n i W e d d i n g

4 0 名様

２月。３月挙式予定の花嫁へ…。

お2 人の衣裳着付を含むプラン
（80万円相当）

『ドレス’
1崖エンジェル皇！
￥1,170,OOO

お一人様追加￥１８，０００（税金・サービス料込）
期間：1 9 9 7 年３月3 1 日（月）までの全日

新郎・新婦の衣裳と美容着付を含むニューオータニだけのお得プラン。有名
ブランドの衣裳もある全コスチュームの中から予算を気にせず、満足のいく
ドレスが自由に選べます。 Ｐ

新婦

新郎

白打掛または
ウェディングドレス1 点

和装または
モーニング1 点

特典
●1 周年記念ディナーご招待
●ご本人宿泊ご招待
鰯列席者宿泊特別割引

、親族来賓控室料無料

＋

お色直し用ドレス1 点

お色直し用タキシード1 点

☆さらに２月の花嫁には以下の特典を
追加でプレゼント。

◆ツイン3 ルーム宿泊ご招待
◆ブーケ2 0 ％割引
◆テープ再生料無料
●披露宴フリードリンク
◆フェイスエステ１回無料

Ｆ１

ｐお申し込み・お問い合わせは
く受付／１０：ＯＯＡＭ～７：ＯＯＰＭ＞
婚礼予約直通フリーダイヤル

面0 1 2 0 - 1 9 3 3 9 0

● 諺
ハーバーランドニューオータニ

神戸
神戸市中央区東川崎町1 - 3 - 5
T E L（07 8 ) 3 6 0 - 1 1 1 1（大代表）
FAX（078 ) 3 6 0 - 7 7 9 9
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I Q O B E ､うまいもん＆ドﾘ ﾝ ｷ ﾝ ｸ ﾞ
、日本料理

北野異人坂料亭

ラウンジ神戸市中央区北野池- 9 - 2 2 0 7 8 ( 2 2 2 ) 2 0 0 l

どじょう吾作
神戸市中央区元町通2 7 L 2 0 0 7 8 ( 3 2 1 ) 0 5 3 9

季節茶屋一輪一房
神戸市中央区三富町1 - 8 壬０５８０７８( 3 3 1 ) 2 2 8 0

天ぷら天丞､ じ
鉄板焼神戸市中央区下山手通2 - 1 1 2 4 大傭ビル１Ｆ0 7 8 ( 3 9 2 ) 3 6 8 0

又 平寿司
神戸市科認区西岡本2 子3 オーキットコート右峯館1 Ｆ0 7 8 ( 4 5 3 ) 1 8 7 7

串焼焼鳥トリドリ
神戸市中央区北長挟通2 - 5 1 0 7 8 ( 3 9 1 ) 3 0 2 8

名代識陵うどﾝ;,あこや亭
神戸市中央区旗塚逝7 L 1 - 1 0 7 8 ( 2 3 2 ) 2 4 0 0

日本料理津村
神戸市中央区加納町4 - 8 1 9 0 7 8 ( 3 3 2 ) 2 2 1 0

山菜料理とろくだん
精進の店神戸市中央区東川崎町1 - 6 - 1 0 7 8 ( 3 6 0 ) 8 4 7 ６

かに料理西ﾎ ｫ 屋三宮店
神戸市中央区磯上通7 - 1 - 2 0 0 7 8 ( 2 3 2 ) 3 6 6 3

たじま牛と西ﾎ 寸屋たじま路
懐石神戸市中央区磯上通7 - 1 - 2 0 0 7 8 ( 2 9 1 ) O 2 4 6

出石城下町千人代官
うまいもの館神戸市中央区小野柄通7-1-1日本生命三宮ビルB1FO78(232)3355

鍋懐石西村屋熊内茶寮
神戸市中央区熊内町1 - 8 - 2 3 グランドール熊内B 1 ～B 3 F O 7 8 ( 2 3 1 ) 6 7 6 7

くれむつてい

地酒と和食の店暮六亭
神戸市中央区磯辺通3 - 2 - 1 7 ワールド三宮ビル1 0 Ｆ0 7 8 ( 2 2 2 ) 9 0 6 2

京割烹花こうべ
神戸市中央区北長狭通2 - 1 - 1 パープル山勝ピル7 Ｆ0 7 8 ( 3 3 1 ) 8 3 7 3

居酒屋割烹ちゃらんぽらん
神戸市中央区相生町4 - 2 - 3 0 7 8 ( 3 6 1 ) 1 5 1 9

、各国料理

ｽ ﾃ ｰ ｷ 五事
中央区元町通3 1 4 - 1 0 7 8個2 ) 3 2ｍ

西洋料理レストランソネ
神戸市神戸市中央区中山手通1 - 2 4 1 0 0 7 8 ( 2 2 1 ) 2 O 5 5

ｲ ﾀ ﾘ ｱ 料理リストランテベルゲン
神戸市中央区山本通2L3. 2 0 7 8 ( 2 4 1 ) 6 9 5 2

ﾒ ｷ ｼ ｺ 料理ティファーナ
神戸市中央区中山手通1-21-13078(242）００４３

ｽﾃｰｷヅ､ウスグリノレ青山
神戸市中央区下山手逝2 - 1 4 5 0 7 8 ( 3 9 1 ) 4 8 5 8

ｽ ﾃ ｰ ｷ 六段
神戸市中央区元町通3- 8 - 4 0 7 8 ( 3 3 1 )２１Ｏ８

ドｲ ﾂ 居酒屋ローテ・ローゼ
Wei n s t u b e神戸市中央区北野､測今9- ｴ４０７８(2 2 2 ) 3 2 0 O

韓国宮廷料理百済
神戸市中央区下山手逝3 - 1 F 9コスモピル1Ｆ0 7 8 ( 3 9 2 ) 5 4 5 8

ｽ ﾗ ｰ ｷ 爺ﾛ 黒（わっこぐ）
神戸市中央区中山手通1 - 2 4 1ヒルサイドテラスl F O 7 8 ( 2 2 2 ) 0 6 7 8

ｼﾙｸﾛｰI料塵ぶはら
刀W ｽ風トシ神戸市中央区三宮町2 2 - 2 杉本ピル2Ｆ0 7 8 ( 3 3 1 ) 1 7 3 4

すていきﾊｳｽ長‘奇
神戸市中央区布引唖- 3 1 6 0 7 8 ( 2 2 1 ) 1 0 8 6

ブﾗ ジﾙ 軒哩コパ・カバーナ
神戸市中央区中山手通2- 1 - 1 3 ﾆ ｭ ｰ ｻ ﾝ ｺ ｰピﾉｌＢ１０７８(3 9 1 )０８８８

欧風料理もん
神戸市中央区北長狭通2言12-12(生田前）078(331)0372.0373

広東料理中国酒家
トアロード店神戸市中央区北長狭通3 - 1 2 - 1 0 7 8 ( 3 9 1 ) 5 5 3 7
元町店神戸市中央区北長狭通3 - 8 - 1 0 7 8 ( 3 3 2 ) 5 5 9 5

ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ パトリー
神戸市中央区二宮町4 - 2 0 - 5 （ホテルピエナ神戸2 Ｆ）0 7 8 ( 2 7 2 ) １３１３

ピｱ ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ ﾆ ﾆ Ｌ－ミュンヘン神戸大使館別館
神戸市中央区中山手通錘1 9 ホテルトアロード地階0 7 8 ( 3 3 2 ) 1 2 2 2

イタﾘ ｱ 料理ＴＡＮＴＯＴＡＮＴＯ
神戸市中央区港島中町6 - 8 - 1 ワールド本社ビル1 Ｆ0 7 8 ( 3 0 2 ) 5 3 0 0

ｽ ﾃ ｰ ｷ 伊藤
神戸市中央区磯上通8 丁目そごうウイング6 Ｆ0 7 8 ( 2 3 2 ) 3 0 3 1

ｐ喫茶・栗子
ﾌ ﾗ ﾝ ｽ 菓子トアロード・ドンク
喫茶神戸市中央区三富町3 8 1 4 0 7 8 ( 3 9 1 ) 5 4 8 5

ケーキアンテノーール
喫茶北野本店神戸市中央区中山手通1 . 2 2 - 1 3 0 7 8 ( 2 4 2 ) 3 7 9 7

神戸店神戸市中央区北長挟通1 - 1 0 6 0 7 8 ( 3 3 1 ) ８６M ４０

純喫茶元日T サントス
神戸市中央区元町通2 3 1 2 0 7 8 ( 3 3 1 ) 1 0 7 9

冨水のｺ ｰ ﾋ ｰにしむら劫ﾛ排店
中山手店神戸市中央区中山手通1 - 2 6 3 0 7 8 ( 2 2 1 ) 1 8 7 2
三宮店ＪＲ三宮駅山側0 7 8 ( 2 4 1 ) 2 7 7 7
センター街店神戸市中央区三宮町1 0 2 7 0 7 8 ( 3 9 1 ) 0 6 6 9
北野坂店山本通2 - 1 - 2 0 0 7 8 ( 2 4 2 ) 2 4 6 7
阪急前店三宮東口山側0 7 8 ( 3 3 2 ) 5 7 2 7
ハーパーランド店0 7 8 ( 3 6 0 )１８０３

喫茶英国屋
センター街店
三宮店
オーバ店
ダイエー店

センター街3 丁目0 7 8 ( 3 9 1 ) 9 0 0 6
国際会館東浜側0 7 8 ( 2 5 1 ) 4 5 6 2
三宮オーバ3ＦＯ７８( 2 9 1 ) 2 0 3 6
ダイエ－三宮駅前店9 Ｆ0 7 8 ( 2 9 1 ) 8 2 9 5

馴酔専門店伽排倶楽部
神戸市中央区東川崎町１６１
神戸ﾊ ｰ パー ﾗ ﾝ ドM O S A I C ( ﾓ ずｲ ｸ ) 1 F 0 7 8 ( 3 6 0 ) 0 1 5 1

ｑＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＫ

演歌ｽ ﾀ ジｵ 延歌
神戸のター坊の店
神戸市中央区中山手通1-9.24カタオカビルＢＦＯ７８(332)5755

カクテルラウンジサヴオイ
モザイク店神戸市中央区東川崎町1-6 1モザイクlFO 7 8 ( 3 6 0 ) 2 5 4 5
三宮店神戸市中央区北長挟通2-517サンセット21ﾋﾟﾝl8FO78(331)2615

ｽ ﾅ ｯ ｸ 珍地理屋
神戸市中央区中山手通1.22-10象ビル１Ｆ078(242)0288

ジﾔ ズﾗ ｳ ﾝ ジ神戸アルバトロス
神戸市中央区中山手通1-22-10象ピル078(231)3300

ｻ ﾛ ﾝ マシュケナダ
神戸市中央区中山手通1-4-6ﾕｰぺﾙビﾙ4Ｆ078(331)5587

ｶ ｸ ﾃ ﾙ バー 馬車屋
神戸市中央区im納叩929パｼﾌｲﾂｸｱﾄﾗｽﾎ炉ピ)1,3Ｆ078(331)6814
ＳＴｌＬＬ

スナック神戸市中央区F I I I手述2 - 4 - 1 3第１高1 1 1ピル4Ｆ0 7 8 ( 3 3 2 ) 5 7 5 9
喫茶神戸市中央区北長挟通2 - 9 - 4 1 Ｆ0 7 8 ( 3 3 2 ) 7 9 7 3

ｼ ｬ ﾝ ｿ ﾝ エトワ
神戸市中央区北長挟通2517サンセツ1,21ビル5Ｆ078( 2 3 1 ) 3 3 2 6

卜ム・キャンティバー
神戸市中央区加納町4 9 1 7幸田ビﾙ 1Ｆ0 7 8 ( 3 3 1 ) 2 1 2 2

バ ーバー２２北野坂
神戸市中央区中山手通1錫1 0 モンシヤトーコトブキピルＢ１０７８( 2 2 2 ) 6 6 2 3

ｽ ﾅ ｯ ｸ 智恵子
神戸市中央区北長描画2- 1 1 - 5グランドゴーストピル2F 2 0 2 0 7 8 ( 3 3 2 ) 3 8 5 6

ｽ ﾀ ﾝ 脹ｉ賓蝶
神戸市中央区北長狭通1- 2 0 - 9館ピルlF O 7 8 ( 3 3 1 ) 2 5 6 6

ﾗ ｳ ﾝ ヅ内田
神ﾉ『市中央区lsIll乎辿2-1-13第１３シヤルマンビル6Ｆp78(391)3866

ﾗ ｳ ﾝ ヅＮｅｗＭｏｏｎ若杉
神戸市中央区下山手通2-1-13第13シヤルマンビルＢ１０７８(331)9534

ペﾃ ｲ ｼ ｱ ﾀ ｰ かけい
神戸市中央区下山手通2 - 1 - 1 3 0 7 8 ( 3 3 2 ) 2 2 3 9
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神戸ハーバーランドニューオータニ

名誉鉄人

ﾌ I空i鍋裕の世界
（いしなべゆたか）

東京・麻布レストラン「クィーンアリス』のオーナーシェフであり、テレビ
番組「料理の鉄人」で名誉鉄人として活躍する右鍋裕氏。磨きぬかれた料理
の技の神髄をニューオータニで余すところなく満喫していただきます。

ゆ勇寺

凡

順騨!。

南､ 』

辞､

＊アリスの1 4 日間＊
’96年９月３日(火)～９月1 6日（月）

レストラン［フオンタナ･ デイ・オーダー」Ｂ1 Ｆ

ランチコース１１：３０a . m .～２：３０ｐ．ｍ．
１名様￥4,800

デイナーコース５：００p.m.～９：３０ｐ．ｍ．
１名様￥8,500

※税金・サービス料、お飲物は別途となります．※個室もございます．（料金別途）
※満席が予想されますので前もってのご予約をおすすめいたします。

■ご予約・お問い合わせはく１０：OOam～9:30pm＞
ﾌｫﾝﾀﾅ･デイ･ｵｰﾀﾞｰＴＥＬ(078)360-7781

識i篭IWi
fｱｫ ﾆ

1１３

～アリスの宿泊プラン～
１泊朝食・クイーンアリスのディナー付き
アメニティ充実のレディースッインルーム

1名様￥20,000(ｻｰピｽ料込み･税金別）
■ご予約・お問い合わせは

宿泊予約直通ＴＥＬ(078)360-7777

ハーバーランドニューオータニ
神戸

神戸市中央区東川崎町1 - 3 - 5
T E L（078 ) 3 6 0 - 1 1 1 1（大代表）
F A X（0 7 8 ) 3 6 0 - 7 7 9 9

Iｉ

幻

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


